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要旨 

１.研究目的 

近年、食物アレルギーを持つ児童が増加

していることに伴い、給食での事故やヒヤ

リハットが起きている。これらが起こる原

因は、つきつめれば人が起こすヒューマン

エラーである。 

国は、これらの事故を防ぐために、食物

アレルギー児童の学校給食に関するガイド

ライン[1]を作成した。しかし、具体的な対

策方法は記載されておらず、それぞれの学

校や市ごとに任されている。また、現状で

は対策方法の共有が十分に行われていない。 

本研究では、食物アレルギー児童のため

に個々の小学校で“どのような対策が行わ

れているのか”や“どのような状況で事故

やヒヤリハットが起っているのか”を調査

し、多くの学校で利用できる「学校給食に

おけるヒューマンエラー防止対策マニュア

ル」を作成する。 

 

２.調査の計画と実施 

東京都の自校式給食を提供している小学

校のうち 495校に対する郵送調査を実施し

た。調査した項目は次の 3 つである。 

(1) 除去食提供のプロセス 

(2) 起こり得るヒューマンエラー 

(3) 実施している対策とその有効性 

(1)のプロセスに関しては、全国の学校の除

去食提供とおかわりの手順を、インターネ

ットを用いて調べ、除去食提供のプロセス

として次の 5 つを選定した。 

・給食室での盛り付け 

・教室での受け渡し 

・教室以外での受け渡し 

・除去食提供日の普通食のおかわり 

・除去食のおかわり 

その上で、調査では、それぞれのプロセ

スをより細かい手順（全部で 23 個のサブ

プロセス）に分解した上で、標準的なもの

を示し、各小学校が実際に行っている手順

と違う箇所を訂正してもらった。 

 (2)のヒューマンエラーに関しては、サブ

プロセスごとに、エラーモード一覧表[2]

を用いて、56 個のヒューマンエラーを列挙

した。 

その上で、調査ではこれらを提示し、そ

れぞれのエラーの起こりやすさについて、

「起きたことがある」「起きたことはないが

起こる可能性がある」「起きたことはなく起

こる可能性もない」の 3 つから選択しても

らった。 

(3)の対策に関しては、列挙したすべての

ヒューマンエラーに対して、エラープルー

フ化の原理[2]（排除、代替化、容易化、異

常検出、影響緩和）を適用し、エラーごと

に約 20個の対策案を生成した。その上で、

調査では、これらをサブプロセスごとに 1

～14 個にまとめて提示し、実施状況および

有効性について、「行っていて効果がある」

「行っているが効果があまりない」「行って

いないが効果があると思う」「行っていない

し効果がないと思う」の 4 つから選択して

もらった。 

調査は 2013 年 11 月～12 月に実施した。

結果として、23 校から回答を得た。回収率

は 4.6%であった。 

 

３.プロセス、エラーおよび対策の状況  

３.１ 除去食提供のプロセス 

プロセスに関しては、回答してもらった

5 つのプロセスを、それぞれの小学校ごと

に比較した。その結果、以下のことがわか

った。 

(1)給食室での盛り付けでは、“除去食を盛

り付けてから食札を書く場合”と“先に

食札を書いてから盛り付ける場合”の 2

つに集約できた。 

(2)教室での受け渡しは、“配膳車で運ぶ場

合”と“担当者が運ぶ場合”の 2 つに集

約できた。 

(3)教室以外での受け渡しは、23 校中 4 校

しかなく、“給食室で受け取る場合”と“ワ

ゴン室で受け取る場合”の 2 種類であっ

た。 

(4)除去食提供日の普通食のおかわりは、23

校中 7 校が実施していた。これらの小学

校は、選定したプロセスを実施していた。 

(5)除去食のおかわりは、すべての小学校で



 

 

禁止していた。このため、除去食を最初

から多めに盛り付ける工夫をしている小

学校があった。 

 

３.２ ヒューマンエラーの発生状況 

ヒューマンエラーに関しては、エラーご

とに「起きたことがある」～「起きたこと

はなく起きる可能性もない」の累計を取り、

棒グラフを作成した。    

また、手順ごとにまとめたグラフも作成し

た。結果の一例を図１に示す。この解析に

より、以下のことがわかった。 

(1)ヒューマンエラーが多く起きているサ

ブプロセスは、「除去食内容を食札に書

く」「専   

用食器に盛り付ける」「食札を確認する」

の 3 つであった。 

(2)「除去食内容を食札に書く」で最も多く

起きているヒューマンエラーは、“食札を

書き間違える”であった。また、「専用食

器に盛り付ける」では、“除去食があるこ

とを忘れ、盛り付けない”であった。さ

らに、「食札を確認する」では、“食札を

確認することを忘れる”であった。 

 

図１ ヒューマンエラーの発生状況 

（給食室での盛り付けのプロセス） 

 

３.３ 対策の実施状況と有効性 

対策に関しては、どの対策がどのヒュー

マンエラーに対忚しているかを整理した上

で、エラーと対策の組ごとに、「行っていて

効果がある」～「行っていないし効果がな

いと思う」の累計を棒グラフで表し、各々

の対策の実施状況を把握した。 

また、ヒューマンエラーの発生・未発生と

対策の実施・未実施のクロス集計表を作成

した。これにより、各対策がエラーの防止

に効果があるかどうかを判断した。結果の

一例を表１に示す。 

この解析の結果により、以下のことが分

かった。 

(1)「食札を書き間違える」エラーに有効な

対策は、“食札を声に出して確認する”で

あった。 

(2)「除去食があることを忘れ、盛り付けな

い」エラーに有効な対策は、“除去食の数

を調理前と調理後で確認する”と“普通

食と除去食の調理員を別々にする”の 2

つであった。 

(3)「食札を確認することを忘れる」エラー

に有効な対策は、“食札を確認したら、チ

ェックを付ける”であった。 

 

表１ 対策実施状況 

起きたことがある

起こる可能性がある

起きる

可能性はない

実施 17%(1校) 83%(5校)
未実施 63%(5校) 38%(3校)

普通食と除去食の

調理員を別々にする

対策

クラメルの連関係数

0.46  

 

４.ヒューマンエラー防止対策マニュアル

の作成 

3.の結果を踏まえて、ヒューマンエラー

防止対策マニュアルを作成した。次の 3 部

構成とした。 

Ⅰ．除去食提供のプロセス 

Ⅱ．起こり得るヒューマンエラー    

Ⅲ．各ヒューマンエラーに対して有効な対策 

 

５.結論と今後の課題 

本研究では、食物アレルギーにおけるヒ

ューマンエラーの発生状況や対策の実施状

況および有効性の調査を行った。結果とし

て、ヒューマンエラーが起こりやすい手順

と有効な対策がわかった。 

今後の課題としては、除去食の調理の段

階からについても同様の調査を行い、対策

マニュアルを作成することが残されている。 

 

参考文献 

[1]学校のアレルギー疾患に対する取り組

みガイドライン 

[2]中條武志：「人に起因するトラブル・事

故の未然防止とＲＣＡ」、日本規格協会、

2010 年 
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第１章 研究目的 

近年、食物アレルギーを持つ児童が増加しているというニュースをよく耳にする。

2007 年に文部科学省がアレルギー疾患に関する調査研究報告書を発表しているが、そ

こには全国の公立学校の児童・生徒約 1280 万人の約 2.6％が食物アレルギーを持つと

報告されている。1 学級 40 人とすると、1 クラスに 1 人在席している計算となる。 

こうした結果を受け、国は、学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン

[1]を作成し、それらを全学校に配布するなどの対忚を取っている。しかし、ガイドラ

インには食物アレルギー児童に対する給食での配膳の注意点等の具体的な対策方法が

記載されておらず、各学校では、それぞれのおかれた状況を考慮しながら、給食の安

全を確保するための適切な方法を見いだす努力をしている。また、それぞれの学校で

行っている方法についても十分共有がはかられていない。結果として、様々な努力に

もかかわらず、昨年東京都調布市の小学校で乳製品アレルギーの児童が給食に含まれ

ていた粉チーズによるショックで死亡するという痛ましい事故が起こった。また、そ

の後も事故やヒヤリハットがニュースになっている。 

これらの事故やヒヤリハットの原因はつきつめれば人が起こすヒューマンエラーで

ある。ヒューマンエラーは注意力だけによって防ぐのは難しく、エラーの起こりにく

い、起こっても大丈夫なように手順を工夫することが大切である。本研究では、食物

アレルギーを持つ児童のために、個々の小学校で“どのような対策が行われているの

か”や“どのような状況で事故やヒヤリハットが起っているのか”を調査し、その結

果をもとに多くの学校で利用できる「学校給食における食物アレルギー事故防止対策

マニュアル」を作成する。 
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第２章 調査の計画と実施 

２．１ 調査項目の選定 

学校給食における食物アレルギー事故防止対策マニュアルを作るには、除去食提供

のプロセス、起こりえるヒューマンエラー、有効な対策を明確にする必要がある。こ

のため、各学校におけるこれらの状況を調査する郵送調査を行った。対象は、東京都

で自校式給食を提供している小学校の内、495 校とした。また、調査した項目は、以

下の 3つである（使用した調査用紙を付録Ａに示す）。 

（１）除去食提供のプロセス 

（２）起こり得るヒューマンエラー 

（３）実施している対策とその有効性 

  

２．２ 除去食提供のプロセス 

全国の学校給食のプロセスについて、インターネットを用いて調べた。その結果、

学校給食を提供する方法は、a) 自校方式と b) センター方式の２つがあることがわか

った。ここで言う自校方式とは、自校内で給食を調理して提供している方式であり、

センター方式とは、いくつかの学校の給食を１つの場所（センター）でまとめて調理

し、それぞれの学校に運ぶ方式である。センター方式は、一度に多数の児童の給食を

調理するため、それぞれの学校に在籍するアレルギー児童に個別の対忚をすることは

難しく、除去食の提供に対忚していない場合が多い。また、中学校は、小学校に比べ

て、センター方式での給食提供か、弁当を持参する学校が多い。これらの状況を踏ま

えて、本研究では、自校方式の小学校における除去食提供のプロセスに絞ることにし

た。 

 取り上げる除去食提供プロセスは、以下の 5つとした 

（１）給食室での盛り付け 

（２）教室以外の受け渡し 

（３）教室での受け渡し 

（４）除去食提供日の普通食のおかわり 

（５）除去食のおかわり 

なお、本来は、「除去食の調理」のプロセスも含めるべきと考えられるが、調理手順が

献立により多岐に渡るため、調理後のプロセスに絞った。また、事故やヒヤリハット

の状況を考慮し、「おかわり」のプロセスを含めることにした。 

これら 5 つのプロセスについての詳細を明確にするために、それぞれをより細かい

ステップ、さらに手順（サブプロセス）に分解した。結果として、全部で１０個のス

テップ、23 個の手順を得た。その上で、調査は、それぞれのプロセスについて最も標

準的なステップ・手順を提示し、各小学校が実際に行っているステップ・手順が違う

箇所を訂正してもらう方法で行った。図２．１、図２．２に「給食室での盛り付け」

と「教室以外での受け渡し」について提示したステップ・手順を示す。 
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図２.１ 給食室での盛り付けのプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.２ 教室での受け渡しのプロセス 

      

 

 

 

 

ステップ 1 

給食室で除去食を

盛り付ける 

ステップ 2 

給食室で除去食を

確認する 

手順①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける  

手順②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラッ

プやふたをする 

手順③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食

室用)の学年・組・名前・原因食品・除去対忚献立

名を食札に書く 

手順④給食室で担当者がアレルギー対忚食一覧表から食

札に正しく転記されているか確認する 

手順⑤担当者が食札をラップやふたをした除去食の食器

もしくはお盆に貼付する 

手順⑥食札と除去食が正しく対忚しているかを確認する 

ステップ 3 

給食室から教室に

運ぶ 

ステップ 4 

教室で除去食の最

終確認をする 

手順⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当者が教室

に除去食を運ぶ 

手順⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教師とア

レルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認

する。または、除去食を担当者が運ぶ場合、その

担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札

を基に確認する 

手順⑨教室でアレルギー児童が除去食を食べる 
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２．３ 起こり得るヒューマンエラー 

２．２節で整理した 23 個の手順の各々に対して、起こり得るヒューマンエラーを列

挙した。この際に、思いつきでエラーを上げると抜け落ちが起こる可能性があるため、

ＦＭＥＡ（Failure Mode and Effects Analysis）とエラーモード一覧表[2]を用いた。

エラーモード一覧表とは、過去に経験したエラー事例のもとに、典型的なエラーの型

（モード）をまとめた表である。本研究は組立工場や医療現場におけるエラー事例を

もとに、エラーモード一覧表を作成した。表２．１に作成したエラーモード一覧表を

示す。ＦＭＥＡでは、このエラーモード一覧表を各手順に当てはめ、起こりそうなエ

ラーを列挙した。表２．２にプロセス「給食室での盛り付け」のステップ１の結果を

示す。結果として、全部で起こり得るエラー56 個を得た。 

調査は、これらのエラーを提示し、それぞれのエラーの起こりやすさについて、次

の 3つから、ひとつを選択してもらう方法で行った。 

（１）起きたことがある 

（２）起きたことはないが起こる可能性がある 

（３）起きたことはなく起こる可能性もない 

 

２．４ 実施している対策とその有効性 

２．３節で列挙したエラーに対して、対策案を生成した。対策案を生成するにあた

っては、エラープルーフ化の原理[2]を用いた。エラープルーフ化の原理とは、エラー

プルーフ化の対策（エラーが起こらないように、起こっても重大な事故にならないよ

うにする工夫）を数多く集めて整理したものであり、全部で 5 つある。それぞれの原

理に基づいて対策を考えることで、対策案を系統的に考えることができるようになっ

ている。表２．３にプロセス「給食室での盛り付け」の手順① 「給食室で調理員が、

除去食専用食器に盛り付ける」で発生すると思われるエラー「除去食があることを忘

れ、盛り付けない」について対策を生成した結果を示す。エラーごとに約 20 個の対策

案が得られた。 

調査は、生成した対策の中から、重複しているものを除き、実現性を考慮して、一

つの手順について 1～14 個の対策を選定した。その上で、当該の対策を行っているか、

その対策は有効かについて、次の 4 つから最も近いものを一つ選択してもらう方法で

行った。 

（１）行っていて効果がある 

（２）行っているが効果があまりない 

（３）行っていないが効果があると思う 

（４）行っていないし効果がないと思う 
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表２.１ エラーモード一覧表 

 

分類 エラーモード 対忚するヒューマンエラーの具体的な内容 

作業の

進捗を

間違え

る 

記憶の 

エラー 

①抜け 

・盛り付けるのを忘れる 

・作業の抜け 

・記録の取り忘れ 

・確認忘れ 

②回数の間違い ・既に終わった作業を重複して行う 

③順序の違い ・前後の作業の順序を逆に行う 

④実施時間の 

間違い 

・決められた時間より早く作業する 

・決められた時間より遅く作業する 

⑤不要な作業の 

実施 

・禁止された作業を行う 

・不必要な作業を行う 

作業の

実施を

間違え

る 

知
覚
判
断
エ
ラ
ー 

種類・

数量の

確認 

⑥選び間違い 

・食器を間違える 

・モノを運び間違える、人の識別を間違える 

・記録用紙、欄を間違える 

⑦数え間違い・計算 

違い 

・モノを数え間違える 

・量を計算し間違える 

状態の

誤認 

⑧見逃し ・情報を見逃す、標識を見逃す 

⑨認識間違い 

・モノや人の状態・有無を誤認する 

・計器や指示票を読み間違える、情報を聴き

間違える 

⑩決定間違い ・情報に基づく処置の決定を間違える 

なすべ

き動作

の誤認 

⑪動作位置・方向・量

の間違い 

・モノのセット位置、方向、運搬先を間違え    

 る 

・スイッチの設定、操作方向を間違える 

⑫保持の間違い 
・モノの誤った箇所を持つ、間違った持ち方

をする 

⑬記入・入力の間違    

 い 

・記録用紙へ記入を間違える 

動作エラ

ー 

⑭不正確な動作 

・普通食が除去食に混入する 

・ラップやふたをしっかりしない 

・不十分な確認 

・モノをずれた位置にセットする 

⑮不正確な保持 

・２種類以上の除去食が混同する 

・きちんと食器が洗えていない 

・モノの保持、固定を不確実に行う 

⑯不十分な回避 
・モノをぶつける 

・誤って触れる 
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表２.２ ＦＭＥＡ表（給食室での盛り付けのステップ１） 

ステップ 手順
エラー

モード
エラー 影響 原因

①
除去食があることを忘
れ、盛り付けない

除去食が提供できない

・調理員が除去食と普通食の両
方に関与している
・作業プロセスにうまく組みこ
まれていない

⑥
除去食を普通食と同じ食
器に盛り付ける

普通食と除去食の区別
がつかなくなる

・除去食専用食器が普通食器と
区別しにくい
・除去食用食器が普通食用食器
のそばにある

⑧

除去食専用食具にアレル
ゲンとなる具材が付着し
ていることに気付かずに
使う

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・普通食用と除去食用の食具が
区別できない
・調理員が除去食と普通食の両
方に関与している
・食具がきちんと洗えていない

⑧
普通食用の食具を除去食
の盛り付けに使う

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・普通食の近くで除去食を調理
している
・除去食と普通食の食具が同じ
種類等で区別できない
・調理員が除去食と普通食の両
方に関与している

⑨
除去食専用食器に普通食
を盛り付ける

普通食と除去食の区別
がつかなくなる

・普通食の近くで除去食を調理
している

⑨
２種類以上の除去食の食
器が混同する

児童にアレルギー症状
が起きる

・２種類以上の除去食を同時に
近くで調理している

⑭
除去食の具材が他の除去
食に混入する

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・２種類以上の除去食を同時に
近くで調理している

⑯
アレルゲンが付いた手で
除去食を盛り付ける

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・普通食を調理後にきちんと手
を洗っていない
・調理員が普通食と除去食どち
らの調理にも関与している

⑯
普通食を盛り付ける時に
アレルゲンが落ちて除去
食に混入する

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・除去食の近くで普通食を調理
している

①
ラップやふたをするのを
忘れる

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・ラップ、ふたが近くにない。
・忙しくて忘れてしまう
・作業プロセスにうまく組みこ
まれていない

⑧
アレルゲンが付着してい
るラップやふたを使用す
る

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・ふたがきちんと洗えていない
・除去食で調理している近くで
他の給食の作業をしている
・手にアレルゲンがついている
ことに気付いていない

⑭
しっかりとラップやふた
が出来ていない

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・ラップ、ふたをきちんとでき
ているか確認しない

⑭
アレルゲンの付いた手で
ラップやふたをする

除去食にアレルゲン食
材が混ざる

・手にアレルゲンが付いている
ことに気付いていない
・調理員が普通食と除去食どち
らの調理にも関与している

１．給食
室で除去
食を盛り
付ける

手順①給食室で調理
員が、除去食専用食
器に盛り付ける

手順②給食室で調理員

が、除去食をよそった

食器にラップやふたを

する
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表２．３ エラープルーフ化の対策案の生成 
 

ステップ：1   手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける                                            

エラー：除去食があることを忘れ、盛り付けない                                                                                                 

原理 質問 対策 

作業・危険を排

除する 

作業を取り除けないか？  調理した除去食を直接アレルギー児童に提供でき

るフライパンや鍋を使用する 

危険な物・性質を取り除けない

か？ 

 アレルゲン食材を使わずに、すべての給食を作る 

 

エラーしやす

い人の作業を

置 き 換 え る    

（代替化） 

自動化できないか？  自動的に除去食を盛り付ける機械を使用する 

 

指示、基準、ガイド等の支援を与

えられないか？ 

 除去食の盛り付けを知らせるアナウンスを行う。 

 除去食を作ったら忘れないように目印を付ける

(旗などを立てる等) 

 除去食を盛り付けたことをチェックする表を作る 

 除去食の盛り付けを忘れないようにタイマーを付

ける 

人の作業を容

易にする 

変化・相違を尐なくできないか？ 

（標準化する、マッチングを使う

など） 

 特定の調理員が除去食を常に作る 

 普通食と除去食の調理員を別々にする（除去食担

当を決め、その担当者が盛り付けまですべて行う） 

 常に同じ場所で除去食を調理する 

変化・相違を明確にできないか？ 

（形を工夫する、色を使うなど） 

 すべての調理人の見えるところで、除去食を調理

する 

 目立つ色の除去食専用食器を使う 

人間の能力に合ったものにでき

ないか？ 

（見やすい大きさ、聞きやすい

音、持ちやすい形など） 

 除去食を作ったら、すぐに専用食器に盛り付ける 

 除去食の鍋に音を発するものを付けておく 

異常を検出す

る 

異常な動作を検知できないか？ 

（自動的な検知・記録、マーシャ

リングなど） 

 除去食の数を調理前と調理後で確認する 

 

異常な動作が行えないようにで

きないか？ 

 

 

異常な物・状態を検知できない

か？ 

 食物アレルギーの児童が、除去食提供日と除去食

内容について理解する 

 調理した除去食を忘れていないか確認する担当者

を決める 

影響を緩和す

る 

影響が生じないよう作業を並列

にできないか／物を冗長にでき

ないか？ 

 除去食を 2人で調理し、盛りつける 

 

エラーが発生しても危険な状態

にならないようにできないか？ 

 除去食提供日には、給食時間までにアレルギー児

童と担任教師は除去食について確認しておく 

危険な状態になっても損傷が発

生しないよう保護を設けられな

いか？ 

 アレルギー事故が起きても、すぐに対処できるよ

うに、連絡先（病院・親等）の確認やエピペンを

打つ訓練をする 
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２．５ 調査の実施 

調査は、2013 年 11 月～12 月に実施した。結果として 23 校から回答を得た（回収率

4.6%）。図２．３に回答頂いた学校の内訳を示す。なお、調布市については、調布市教

育委員会が各校の状況を踏まえてまとめた結果を回答いただいたため、「教室での受け

渡し」を行っている学校と「教室以外での受け渡し」を行っている学校の 2 校として

扱った。 

 

 

 
 

図２.３ 回答頂いた学校の内訳（23 校） 
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第３章 調査結果 

３．１ 除去食提供のプロセス 

本研究で選定した５つプロセスについて、回答して頂いた手順を比較し、類似のも

のをまとめた。図３．１～図３．４にプロセス「給食室での盛り付け」「教室外での受

け渡し」「教室での受け渡し」「普通食のおかわり」の結果を示す。この解析より以下

のことがわかった。 

（１）プロセス「給食室での盛り付け」については、「盛り付ける」（手順①②）と

「食札を書く」（手順③④）のどちらを先に行うかで２つのパターンがある。「除去食

を先に盛り付ける」学校の方が多い。 

（２）プロセス「教室以外の受け渡し」とプロセス「教室での受け渡し」を比較す

ると、後者の方が多い。プロセス「教室以外での受け渡し」については、「給食室」と

「ワゴン室」の２つのパターンがある。両者の学校数はほぼ同じである。他方、プロ

セス「教室での受け渡し」については、「配膳車で運ぶ」と「担当者が運ぶ」の２つの

パターンがある。「配膳車で運ぶ」学校の方が多い 

（３）プロセス「除去食提供日の普通食のおかわり」については、禁止していると

ころも多い。許可している学校ではすべて同じ手順で行っている。 

（４）「除去食のおかわり」については、回答頂いたすべての学校で禁止していた。 
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パターン A：盛り付けるのが先（１６校）  パターン B：食札を書くのが先（７校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．１ 給食室での盛り付けのプロセス（総数：２３校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順① 

給食室で調理員が、除去食専用食器・

普通食器に盛り付ける 

手順② 

給食室で調理員が、除去食をよそった 

食器にラップ・ふた・アルミホイルを 

する 

手順③ 

給食室で担当者（調理員・栄養士）が、 

アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の 

学年・組・児童名・原因食品・除去対 

忚献立名を食札に書く 

手順④ 

給食室で担当者(調理員・栄養士)が、ア 

レルギー対忚食一覧表から食札に正し 

く転記されているか確認する 

手順⑤ 

給食室で担当者(調理員・栄養士)が、食札をラップやふたをした除去食の食器もしくは 

お盆に貼付する 

手順⑥ 

給食室で担当者(調理員・栄養士)が、貼付した食札と除去食が正しく対忚しているか確 

認する 

手順③ 

給食室で担当者（調理員・栄養士）が、 

アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の 

学年・組・児童名・原因食品・除去対 

忚献立名を食札に書く 

手順④ 

給食室で担当者(調理員・栄養士)が、ア 

レルギー対忚食一覧表から食札に正し 

く転記されているか確認する 

手順① 

給食室で調理員が、除去食専用食器・ 

普通食器に盛り付ける 

手順② 

給食室で調理員が、除去食をよそった 

食器にラップ・ふた・アルミホイルを 

する 
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パターンＡ：給食室（２校） パターンＢ：ワゴン室（２校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２ 教室以外での受け渡しのプロセス（総数：４校） 

 

 

 

 

パターンＡ：配膳車で運ぶ（１３校） パターンＢ：担当者が運ぶ（６校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．３ 教室での受け渡しのプロセス（総数：１９校） 

 

 

 

 

手順⑦ 

担当者が教室に除去食を運ぶ 

手順⑧ 

教室で担任教師とアレルギー児童が、除 

去食一覧表と食札を基に確認する。 

手順⑨ 

教室でアレルギー児童が除去食を食べる 

手順⑧ 

運んだ担当者とアレルギー児童が、除 

去食一覧表と食札を基に確認する 

手順⑦ 

配膳車に除去食を載せる。 

手順⑦ 

給食室に担任教師またはアレルギー 

児童が、除去食を取りに行く 

手順⑧ 

給食室で担任教師またはアレルギー 

児童が、調理員と共に食札を基に除去 

食内容を確認する 

手順⑨ 

給食室で担任教師またはアレルギー児

童が、除去食を受け取る 

手順⑩ 

教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に除去食内容を確認する 

手順⑦ 

ワゴン室に担任教師またはアレルギ 

ー児童が、除去食を取りに行く 

手順⑧ 

ワゴン室で担任教師またはアレルギ 

ー児童が、調理員と共に食札を基に除 

去食内容を確認する 

手順⑨ 

ワゴン室で担任教師またはアレルギ

ー児童が、除去食を受け取る 
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図３．４ 除去食提供日の普通食のおかわりのプロセス（総数：７校） 

 

 

３．２ ヒューマンエラーの発生状況 

各小学校のヒューマンエラーの発生状況についての回答「起きたことがある」「起き

たことはないが起きる可能性がある」「起きたことはなく起きる可能性もない」を手順

ごとに累計を取り、棒グラフを作成した。また、エラーの発生している、発生する可

能性の高い手順に着目し、エラーごとに累計を取り、棒グラフを作成した。結果を図

３．５～図３．１６示す（付録Ｂにすべての手順についての棒グラフを示す）。 

この解析より以下のことがわかった。 

（１）４つのプロセスで見ると、プロセス「給食室での盛り付け」「教室での受け渡

し」におけるエラーの発生および発生の可能性が高い。プロセス「教室以外での受け

渡し」では、エラーは発生していないが、今後発生する可能性は高い。プロセス「除

去食提供日の普通食のおかわり」では、１つの手順にエラーが集中している。 

（２）プロセス「給食室での盛り付け」については、手順「③給食室で担当者が、

アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を

食札に書く」「④給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記さ

れているか確認する」「①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける」でエラー

の発生または発生の可能性が高い。このうち、手順③については、提示した４つのエ

ラーのすべてについて発生または発生の可能性が高い。 

・食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名前、原因食品、

除去対忚献立名を書き間違える 

・一部の食札を書き忘れる 

・食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に欄を間違え、児童名と除去

食内容等が対忚しなくなる 

・食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員分） 

また、手順④については、提示した４つのエラーのうち、次の３つのエラーの発生ま

たは発生の可能性が高い。 

・アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認することを

忘れる 

・食札内容（学年・組・児童名・献立名・除去内容）の一部を確認しない 

・一部のアレルギー児童について確認を飛ばす 

さらに、手順①については、提示した９つのエラーのうち、次の６つのエラーの発生

または発生の可能性が高い。 

手順① 

アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し出る 

手順② 

担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある食札を見て除去食で 

ないおかわりだと確認する 

手順③ 

教室で担任教師が、普通食をアレルギー児童に渡す 
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・除去食があることを忘れ、盛り付けない 

・普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う 

・除去食を普通食と同じ食器に盛り付ける 

・除去食の具材が他の除去食に混入する 

・アレルゲンが付いた手で除去食を盛り付ける 

・普通食を盛り付ける時にアレルゲンが落ちて除去食に混入する 

 （３）プロセス「教室以外での受け渡し」については、手順「⑦給食室に担任教師

またはアレルギー児童が、除去食を取りに行く」、「⑨給食室で担任教師またはアレル

ギー児童が、除去食を受け取る」でエラーの発生の可能性が高い。このうち、手順⑦

については、提示した２つのエラーのうち、次のエラーの発生の可能性が高い。 

   ・給食室に除去食を取りに行くのを忘れる 

また、手順⑨のついては、提示した次のエラーの発生の可能性が高い。 

   ・間違った除去食を受け取る 

 （４）プロセス「教室での受け渡し」については、手順「⑦配膳車に除去食を載せ

る。または、担当者が教室に除去食を運ぶ」、「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で

担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を

担当者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認

する」共にエラーの発生または発生の可能性が高い。このうち、手順⑦については、

提示した４つのエラーすべてについて発生または発生の可能性が高い。 

   ・間違った配膳車に除去食を載せる 

   ・配膳車に載せるのを忘れる 

   ・担当者が間違った教室に運ぶ 

   ・除去食を教室に運ぶのを忘れる 

また、手順⑧についても、提示した５つのエラーすべてについて発生または発生の可

能性が高い。 

・除去食内容の一部を確認しない 

・除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみで確認する 

・担任教師が確認しない（アレルギー児童のみで確認） 

・アレルギー児童が確認しない（担任教師のみで確認） 

・除去食内容の確認するのを忘れる 

 （５）プロセス「除去食提供日の普通食のおかわり」については、手順「①アレル

ギー児童が、教員におかわりを申し出る」でエラーの発生の可能性が高い。当該手順

では、提示した次のエラーの発生の可能性が高い。 

・アレルギー児童が申し出ないでおかわりをする 
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図３．５ 手順ごとのヒューマンエラーの発生状況 

（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 

図３．６ 手順ごとのヒューマンエラーの発生状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し） 
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図３．７ 手順ごとのヒューマンエラーの発生状況（プロセス：教室での受け渡し） 

 

 

図３．８ 手順ごとのヒューマンエラーの発生状況 

（プロセス：除去食提供日の普通食のおかわり） 

 

 

図３．９ 手順「③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の 

学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く」の 

エラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 
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図３．１０ 手順「④給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正 

しく転記されているか確認する」の 

エラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 

図３．１１ 手順「①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける」の 

 エラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け）  
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図３．１２ 手順「⑦給食室に担任教師またはアレルギー児童が、除去食を取りに行 

く」のエラーの発生状況（プロセス：教室以外での受け渡し） 

 

 

図３．１３ 手順「⑨給食室で担任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る 

のエラーの発生状況（プロセス：教室以外での受け渡し） 

 

 

図３．１４ 手順「⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当者が教室に除去食 

を運ぶ」のエラー発生状況（プロセス：教室での受け渡し） 
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図３．１５ 手順「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教師とアレルギー 

児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当者が 

運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に 

確認する」のエラー発生状況（プロセス：教室での受け渡し） 

 

 

 
図３．１６ 手順「①アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し出る」 

のエラー発生状況（プロセス：除去食提供日の普通食のおかわり） 

 

 

３．３ 対策の実施状況 

各対策に対する回答「行っていて効果がある」「行っているが効果がない」「行って

いないが効果があると思う」「行っていないし効果がないと思う」については、どの対

策がどのヒューマンエラーに対忚しているかを整理した上で、手順、エラー、対策の

組合せごとに、それぞれで累計を取り、棒グラフを作成した。図３．１５～図３．３

９に発生・発生の可能性の高いエラーについて対策実施状況の結果を示す（付録Ｃに

全てのエラーについての対策実施状況の棒グラフを示す）。 

この解析より以下のことがわかった。 

（１）全体で見ると、プロセス「給食室での盛り付け」の手順「①給食室で調理員

が、除去食専用食器に盛り付ける」については、多くの対策が実施されており、有効

と考えられている対策も多い。他方、プロセス「教室以外での受け渡し」の手順「⑩

教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に除去食内容を確認す

る」については、あまり対策が行われておらず、有効と考えられている対策も尐ない。 

（２）全体で見ると、「除去食を盛り付けたら、すぐにラップやふたをする」などの

対策については、多く実施されており、有効と考えられている。また、「給食時間の初

めに、担任教師がアレルギー児童以外は除去食を取りに行かないように他児童に指導

する」などの対策については、多く実施されているが、あまり有効と考えられていな

い。さらに、「除去食が２種類以上の場合は、離れた場所で調理する」などの対策につ
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いては、あまり実施されていないが、有効と考えられている。「ふたに付着してもわか

りやすいように、アレルゲン食材を大きく切る」などの対策については、実施もされ

ていないし、有効とも考えられていない。 

（３）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「③給食室で担当者が、アレルギー

対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く」

における発生または発生の可能性が高いエラーは４つある。このうち、エラー「食札

にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名前、原因食品、除去対忚献

立名を書き間違える」と「食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に欄を間違

え、児童名と除去食内容等が対忚しなくなる」については、対策「食札の最終確認す

る担当者を設ける」がよく行われており、有効な対策と考えられている。また、エラ

ー「一部の食札を書き忘れる」と「食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員分）」

ついては、対策「食札があるか最終確認する担当者を設ける」と「除去食を調理する

前に、あらかじめ食札を記入しておく」がよく行われており、有効な対策と考えられ

ている。 

 （４）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「④給食室で担当者が、アレルギー

対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する」における発生または発生

の可能性が高いエラーは３つある。このうち、エラー「アレルギー対忚食一覧表から

食札に正しく転記されているか確認することを忘れる」と「食札内容（学年・組・児

童名・献立名・除去内容）の一部を確認しない」については、対策「食札を転記した

後、すぐに確認する」がよく行われており、有効な対策と見なされている。また、エ

ラー「一部のアレルギー児童について確認を飛ばす」ついては、対策「パソコンでア

レルギー情報を管理して、食札を印刷する」がよく行われており、有効な対策と考え

られている。 

（５）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「①給食室で調理員が、除去食専用

食器に盛り付ける」における発生または発生の可能性が高いエラーは６つある。この

うち、エラー「除去食があることを忘れ、盛り付けない」については、対策「除去食

の数を調理前と調理後で確認する」がよく行われており、有効な対策と見なされてい

る。また、エラー「普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う」と「除去食を普通食

と同じ食器に盛り付ける」と「アレルゲンが付いた手で除去食を盛り付ける」につい

ては、対策「除去食を調理した後に、普通食を調理する」がよく行われており、有効

な対策と考えられている。さらに、エラー「除去食の具材が他の除去食に混入する」

ついては、対策「除去食担当者は２種類以上の除去食を担当しない」がよく行われて

おり、有効な対策と考えられている。エラー「普通食を盛り付ける時にアレルゲンが

落ちて除去食に混入する」ついては、対策「普通食を盛り付ける時等に普通食が除去

食に混入する場合は除去食にふたをする」がよく行われており、有効な対策と考えら

れている。 

（６）プロセス「教室以外での受け渡し」の手順「⑦給食室に担任教師またはアレ

ルギー児童が、除去食を取りに行く」における発生の可能性が高いエラーは１つであ

る。このエラー「給食室に除去食を取りに行くのを忘れる」については、対策「給食

室に除去食を取り行く時間を決める」、「担任教師が休みの場合は、担任教師が事前に

副担任教師と給食室の人と連絡を取っておく」がよく行われており、有効な対策と見

なされている。 

（７）プロセス「教室以外での受け渡し」の手順「⑨給食室で担任教師またはアレ

ルギー児童が、除去食を受け取る」における発生の可能性が高いエラーは１つである。

このエラー「間違った除去食を受け取る」については、対策「教室に戻ってから、も

う一度担任教師と除去食を確認する」がよく行われており、有効な対策と見なされて
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いる。 

 （８）プロセス「教室での受け渡し」の手順「⑦配膳車に除去食を載せる。または、

担当者が教室に除去食を運ぶ」における発生または発生の可能性が高いエラーは４つ

ある。このうち、エラー「間違った配膳車に除去食を載せる」と「配膳車に載せるの

を忘れる」については、対策「配膳車に除去食が正しく載っているか最終確認する担

当者を設ける」がよく行われており、有効な対策と見なされている。また、エラー「担

当者が間違った教室に運ぶ」については、対策「除去食調理員は常に同じ食物アレル

ギー児童の除去食を担当し、教室まで運ぶ」がよく行われており、有効な対策と考え

られている。さらに、エラー「除去食を教室に運ぶのを忘れる」については、対策「除

去食を作ったら、すぐに教室に運ぶ」がよく行われており、有効な対策と考えられて

いる。 

 （９）プロセス「教室での受け渡し」の手順「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室

で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食

を担当者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確

認する」における発生または発生の可能性が高いエラーは５つある。このうち、エラ

ー「除去食内容の一部を確認しない」と「除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみで

確認する」については、対策「担当者と担任教師、アレルギー児童の 3 人で除去食内

容の確認を行う」がよく行われており、有効な対策と考えられている。また、エラー

「担任教師が確認しない（アレルギー児童のみで確認）」と「アレルギー児童が確認し

ない（担任教師のみで確認）」については、対策「担任教師と児童が別々に確認せず、

2 人揃ってから除去食内容の確認を行う」がよく行われており、有効な対策と考えら

れている。さらに、エラー「除去食内容の確認するのを忘れる」については、対策「除

去食内容が伝わっているか声に出して、確認しあいながら行う」がよく行われており、

有効な対策と考えられている。 

 （８）プロセス「除去食提供日における普通食のおかわり」の手順「①アレルギー

児童が、教員におかわりを申し出る」における発生または発生の可能性が高いエラー

は「アレルギー児童が申し出ないでおかわりをする」である。このエラーについては、

対策「おかわりする時間を決め、担任教師からアレルギー児童におかわりするか確認

を行う」と「おかわりする際は、いつでも担任教師が食札を確認する」がよく行われ

ており、有効な対策と考えられている。 

 

 

 

 



21 

 

図３．１５ エラー「食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名

前、原因食品、除去対忚献立名を書き間違える」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一

覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 

 

 

図３．１６ エラー「一部の食札を書き忘れる」に対する 

対策実施状況 

(プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧

表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く) 
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図３．１７ エラー「食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に欄を間違え、 

児童名と除去食内容等が対忚しなくなる」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一

覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 

 

 

図３．１８ エラー「食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員分）」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給

食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 

 

 

図３．１９ エラー「アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか 

確認することを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担当者が、 

アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 
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図３．２０ エラー「食札内容（学年・組・児童名・献立名・除去内容）の一部を 

確認しない」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担当者が、 

アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 

図３．２１ エラー「一部のアレルギー児童について確認を飛ばす」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担当者が、 

アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 

図３．２２ エラー「除去食があることを忘れ、盛り付けない」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、 

除去食専用食器に盛り付ける） 
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図３．２３ エラー「普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、 

除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図３．２４ エラー「除去食を普通食と同じ食器に盛り付ける」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図３．２５ エラー「除去食の具材が他の除去食に混入する」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、 

除去食専用食器に盛り付ける） 
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図３．２６ エラー「アレルゲンが付いた手で除去食を盛り付ける」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、 

除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図３．２７ エラー「普通食を盛り付ける時にアレルゲンが落ちて除去食に混入する」

に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、 

除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図３．２８ エラー「給食室に除去食を取りに行くのを忘れる」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑦給食室に担任教師またはアレルギー児

童が、除去食を取りに行く） 
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図３．２９ エラー「間違った除去食を受け取る」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑨給食室で担任教師またはアレルギー児

童が、除去食を受け取る） 

 

 

図３．３０ エラー「間違った配膳車に除去食を載せる」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。 

または、担当者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 
図３．３１ エラー「配膳車に載せるのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。 

または、担当者が教室に除去食を運ぶ） 
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図３．３２ エラー「担当者が間違った教室に運ぶ」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。 

または、担当者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

図３．３３ エラー「除去食を教室に運ぶのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。 

または、担当者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

図３．３４ エラー「除去食内容の一部を確認しない」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 
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図３．３５ エラー「除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみで確認する」に対する

対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 

 

 

図３．３６ エラー「担任教師が確認しない（アレルギー児童のみで確認）」に対する

対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 
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図３．３７ エラー「アレルギー児童が確認しない（担任教師のみで確認）」に対する

対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 

 

 

図３．３８ エラー「除去食内容の確認するのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 
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図３．３９ エラー「アレルギー児童が申し出ないでおかわりをする」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：除去食提供日における普通食のおかわり、手順：①アレルギー児童が、

教員におかわりを申し出る） 

 

 

３．４ 対策の有効性 

３．２節で述べたヒューマンエラーの発生・未発生と３．３節で述べた対策の実施・

未実施の関係を分析するために、両者のクロス集計表を作成した。また、クラメルの

連関係数を求めた。解析結果の一例を表３．１に示す。クラメルの連関係数は、0 ～1 

の値をとり、2変数の関連において、0に近いほど関連が弱く、1に近いほど関連が強

いと判定できる。 

３．３節の結果および上記の解析結果に基づいて、それぞれの対策が、それぞれの

エラーの防止に有効かどうかを、◎、〇、△、×の４段階で判定した。表３．２に使

用した判定４段階に分けるために用いた基準を示す。また、判定結果のまとめを表３．

３～表３．９に示す。 

この解析より、以下のことがわかった。 

（１）全体としてみると、プロセス「給食室での盛り付け」の手順「①給食室で調

理員が、除去食専用食器に盛り付ける」については、有効な対策は多い。他方、プロ

セス「除去食提供日における普通食のおかわり」の手順「②担任教師が、学年・組・

児童名・献立名・除去内容が記入してある食札を見て除去食でないおかわりだと確認

する」と「③教室で担任教師が、普通食をアレルギー児童に渡す」については有効な

対策がない。 

（２）全体としてみると、対策「除去食を盛り付けたら、すぐにラップやふたをす

る」などは多く実施されており、有効であった。また、対策「配膳車に除去食が載っ

ているか最終確認する担当者を設ける」などは、多く実施されているが、あまり有効

でない。さらに、対策「普通食と除去食の調理員を別々にする」などは、あまり実施

されていないが、有効であった。対策「ふたに付着してもわかりやすいように、アレ

ルゲン食材を大きく切る」は、実施もされていないし、有効でもない。 

（３）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「③給食室で担当者が、アレルギー

対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く」

における発生または発生の可能性が高いエラーは４つある。このうち、エラー「食札
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にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名前、原因食品、除去対忚献

立名を書き間違える」については、「食札に書き写したら、食札の学年・組など項目ご

とに声に出して確認を行う」が有効な対策である。また、エラー「一部の食札を書き

忘れる」については、「普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食担当を決め、その

担当者が調理と食札の記入を行う」と「アレルギー児童一人一人に対し、担当する除

去食調理員を決める」が有効な対策である。さらに、エラー「食札にアレルギー対忚

食一覧表から転記する際に欄を間違え、児童名と除去食内容等が対忚しなくなる」に

ついては、「食札に書き写したら、食札の学年・組など項目ごとに声に出して確認を行

う」が有効な対策である。エラー「食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員分）」

については、「普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食担当を決め、その担当者が

調理と食札の記入を行う」が有効な対策である。 

（４）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「④給食室で担当者が、アレルギー対

忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する」における発生または発生の

可能性が高いエラーは３つある。このうち、エラー「アレルギー対忚食一覧表から食

札に正しく転記されているか確認することを忘れる」については、「アレルギー対忚一

覧表と食札の確認した項目にチェックを付ける」が有効な対策である。また、エラー

「食札内容（学年・組・児童名・献立名・除去内容）の一部を確認しない」について

は、「アレルギー対忚一覧表と食札の確認した項目にチェックを付ける」「食札に転記

した後、すぐに確認する」と「除去食の調理を担当した人が、食札を記入し、食札が

正しく転記されているかも確認する」が有効な対策である。さらに、エラー「一部の

アレルギー児童について確認を飛ばす」については、有効な対策がなかった。 

（５）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「①給食室で調理員が、除去食専用

食器に盛り付ける」における発生または発生の可能性が高いエラーは６つある。この

うち、エラー「除去食があることを忘れ、盛り付けない」については、「除去食の数を

調理前と調理後で確認する」と「普通食と除去食の調理員を別々にする」が有効な対策で

ある。また、エラー「普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う」については、「除去

食を調理した後に、普通食を調理する」と「普通食と除去食の調理員を別々にする」と

「普通食用と除去食用の食具を容易に区別できるようにする（色を変える、シールを

貼付するなど）」が有効な対策である。さらに、エラー「除去食を普通食と同じ食器に

盛り付ける」については、「除去食を調理した後に、普通食を調理する」と「普通食と

除去食の調理員を別々にする」と「除去食専用と普通食用の食器を容易に区別できる

ようにする（形を変える、シール貼付など）」が有効な対策である。エラー「除去食の

具材が他の除去食に混入する」については、「除去食が２種類以上の場合は、離れた場

所で調理する」が有効な対策である。エラー「アレルゲンが付いた手で除去食を盛り

付ける」と「普通食を盛り付ける時にアレルゲンが落ちて除去食に混入する」につい

ては、「除去食を調理した後に、普通食を調理する」が有効な対策である。 

（６）プロセス「教室以外での受け渡し」の手順「⑦給食室に担任教師またはアレ

ルギー児童が、除去食を取りに行く」における発生の高いエラー「給食室に除去食を

取りに行くのを忘れる」については、「給食室に除去食を取り行く時間を決める」、「担

任教師が休みの場合は、担任教師が事前に副担任教師と給食室の人と連絡を取ってお

く」が有効な対策である。 

（７）プロセス「教室以外での受け渡し」の手順「⑨給食室で担任教師またはアレル

ギー児童が、除去食を受け取る」における発生の高いエラー「間違った除去食を受

け取る」については、「除去食を担任教師やアレルギー児童が勝手に持っていけない

場所に置く」、「教室に戻ってから、もう一度担任教師と除去食を確認する」が有効

な対策である。 
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 （８）プロセス「教室での受け渡し」の手順「⑦配膳車に除去食を載せる。または、

担当者が教室に除去食を運ぶ」における発生または発生の可能性が高いエラーは４つ

である。このうち、エラー「間違った配膳車に除去食を載せる」については、「除去食

を載せる配膳車に色の付いたテープ等の目印を付ける」が有効な対策である。また、

エラー「配膳車に載せるのを忘れる」については、「除去食を配膳車に運んだことをチ

ェックする表を作る」が有効な対策である。さらに、エラー「担当者が間違った教室

に運ぶ」については、「除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童の除去食を担当し、

教室まで運ぶ」が有効な対策である。エラー「除去食を教室に運ぶのを忘れる」につ

いては、「除去食を作ったら、すぐに教室に運ぶ」と「除去食を調理した担当者が除去

食を教室まで運ぶ」と「除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童の除去食を担当

し、教室まで運ぶ」が有効な対策である。 

（９）プロセス「教室での受け渡し」の手順「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室

で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食

を担当者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確

認する」における発生または発生の可能性が高いエラーは５つある。このうち、エラ

ー「除去食内容の一部を確認しない」については、「除去食内容を確認したかチェック

する表を作る」が有効な対策である。また、エラー「除去食一覧表と食札を見ずに、

口頭のみで確認する」については、有効な対策はなかった。さらに、エラー「担任教

師が確認しない（アレルギー児童のみで確認）」については、「担任教師と児童が別々

に確認せず、2 人揃ってから除去食内容の確認を行う」と「除去食内容を確認するこ

とを促す注意書きを、除去食のお盆等に置く」と「除去食内容を確認する時間を決め

る」と「除去食内容を確認したかチェックする表を作る」が有効な対策である。エラ

ー「アレルギー児童が確認しない（担任教師のみで確認）」については、「担任教師と

児童が別々に確認せず、2 人揃ってから除去食内容の確認を行う」、「除去食内容を確

認することを促す注意書きを、除去食のお盆等に置く」、「除去食内容を確認する時間

を決める」、「除去食内容を確認したかチェックする表を作る」が有効な対策である。

エラー「除去食内容の確認するのを忘れる」については、「除去食内容が伝わってい

るか声に出して、確認しあいながら行う」と「除去食内容を確認することを促す注意

書きを、除去食のお盆等に置く」が有効な対策である。 

 （１０）プロセス「除去食提供日における普通食のおかわり」の手順「①アレルギ

ー児童が、教員におかわりを申し出る」における発生または発生の可能性が高いエラ

ー「アレルギー児童が申し出ないでおかわりをする」については、「給食時間の初めに、

担任教師はアレルギー児童におかわりする際は、申し出るように指導する」と「おか

わりする時間を決め、担任教師からアレルギー児童におかわりするか確認を行う」と

「おかわりの際は担任教師が、必ず盛り付ける」と「アレルギー児童の座席を担任教

師のそばにし、いつでも児童の行動がわかるようにする」と「アレルギー児童がおか

わりしてはいけない給食のクラス用寸胴鍋のふたに「おかわり禁止」と注意書きを書

く」が有効な対策である。 
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表３．１ 対策の実施・未実施とエラーの発生・未発生のクロス集計表 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食 

一覧表の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く、 

エラー：食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名前、原因食品、

除去対忚献立名を書き間違える、 

対策：食札に書き写したら、食札の学年・組など項目ごとに声に出して確認を行う） 

対策名 
起きたことがある 

起こる可能性がある 
起きる可能性はない 合計 

対策

状況 

実施 ３ ２ ５ 

未実施 １５ ２ １７ 

合計 １８ ４ ２２ 

注１）クラメルの連関係数＝０．３１ 

注２）クラメルの連関係数は次式で求められる。 

   
・列数の最小値－１）（クロス集計表の行数データ数


2

C


 

   ここで、 

 

 

 

 

 

 

表３．２ 対策が有効かどうかの判定基準 

 有効性 
行っていて 

効果がある 

行っていて効果がある 

＋ 

行っていないが効果があると思う 

クラメルの 

連関係数 

◎ 
とても 

有効 

１００％   

６５％以上 ６５％以上 ０．２以上 

○ 有効 

６５％以上 ６５％以上 ０．１以上０．２未満 

６５％未満 

３０％以上 
５０％以上 ０．２以上 

３０％未満 ６５％以上 ０．２以上 

△ 
ある程度 

有効 

６５％未満 ６５％以上 ０．１以上０．２未満 

３０％未満 ５０％以上６５％未満 ０．２以上 

３０％未満 ５０％以上６５％未満 ０．１以上０．２未満 

× 
あまり有

効でない 
上記以外 

 

 

 

 


各セルの期待度数行と列が独立な場合の

ルの期待度数）列が独立な場合の各セ（各セルの度数－行と 2
2
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表３．３ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：除去食の盛り付け） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
① 

給食室

で調理

員が、

除去食

専用食

器に盛

り付け

る 

普通食を盛り付

ける時にアレル

ゲンが落ちて除

去食に混入する 

除去食の調理場を、普通食の調理場からはなす × 

普通食を盛り付ける時等に普通食が除去食に混

入する危険がある場合は、除去食にふたをする 
× 

除去食を調理した後に、普通食を調理する ◎ 

除去食を食べる前に、中身にアレルゲン食材がな

いかを確認してから食べ始めるようアレルギー

児童に指示する 

× 

除去食の具材が

他の除去食に混

入する 

除去食担当者は2種類以上の除去食を担当しない × 

除去食が２種類以上の場合は、離れた場所で調理

する 
△ 

アレルゲンが付

いた手で除去食

を盛り付ける 

普通食と除去食の調理員を別々にする × 

除去食を調理した後に、普通食を調理する ◎ 

除去食を食べる前に、中身にアレルゲン食材がな

いかを確認してから食べ始めるようアレルギー

児童に指示する 

× 

普通食用の食具

を除去食の盛り

付けに使う 

普通食と除去食の調理員を別々にする ○ 

除去食の調理場を、普通食の調理場からはなす × 

普通食用と除去食用の食具を容易に区別できる

ようにする（色を変える、シールを貼付するなど） 
○ 

除去食を調理した後に、普通食を調理する ◎ 

除去食専用食具

にアレルゲンと

なる具材が付着

していることに

気付かずに使う 

普通食と除去食の調理員を別々にする ○ 

除去食の調理場を、普通食の調理場からはなす × 

除去食を調理した後に、普通食を調理する 

○ 

２種類以上の除

去食の食器を混

同する 

除去食担当者は2種類以上の除去食を担当しない △ 

除去食が２種類以上の場合は、離れた場所で調理

する 
× 

アレルギー児童の名前を除去食専用食器に書く × 

除去食専用食器

に普通食を盛り

付ける 

普通食と除去食の調理員を別々にする ○ 

除去食の調理場を、普通食の調理場からはなす × 

除去食を調理した後に、普通食を調理する ◎ 

除去食専用と普通食用の食器を容易に区別でき

るようにする（形を変える、シール貼付など） 
○ 

除去食の形を変えるなど、普通食と違いを付ける × 

除去食を普通食

と同じ食器に盛

り付ける 

普通食と除去食の調理員を別々にする ○ 

除去食専用食器と普通食器の置き場を 

離れた場所に設ける 
× 

除去食専用と普通食用の食器を容易に区別でき

るようにする（形を変える、シール貼付など） 
○ 

除去食を調理した後に、普通食を調理する ◎ 

除去食があるこ

とを忘れ、盛り付

けない 

特定の調理員が除去食を常に作る × 

普通食と除去食の調理員を別々にする ○ 

除去食の数を調理前と調理後で確認する ◎ 
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表３．４ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：除去食の盛り付け）（続き） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
③ 

給食室で

担 当 者

が、アレ

ルギー対

忚食一覧

表 ( 給 食

室 用 ) の

学 年 ・

組・児童

名・原因

食品・除

去対忚献

立名を食

札に書く 

食札にアレルギー

対忚食一覧表から

転記する際に学

年、組、名前、原

因食品、除去対忚

献立名を書き間違

える 

パソコンでアレルギー情報を管理し、食札を

印刷する 
× 

普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食

担当を決め、その担当者が調理と食札の記入

を行う 

× 

食札を最終確認する担当者を設ける（アレル

ギー児童全員分） 
× 

食札に書き写したら、食札の学年・組など項

目ごとに声に出して確認を行う 
○ 

食札にアレルギー

対忚食一覧表から

転記する際に欄を

間違え、児童名と

除去食内容等が対

忚しなくなる 

パソコンでアレルギー情報を管理し、食札を

印刷する 
× 

食札があるか最終確認する担当者を設ける

（アレルギー児童全員分） 
× 

食札に書き写したら、食札の学年・組など項

目ごとに声に出して確認を行う 
○ 

一部の食札を書き

忘れる 

パソコンでアレルギー情報を管理し、食札を

印刷する 
× 

普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食

担当を決め、その担当者が調理と食札の記入

を行う 

△ 

除去食を調理する前に、あらかじめ食札を記

入しておく 
× 

食札があるか最終確認する担当者を設ける

（アレルギー児童全員分） 
× 

アレルギー児童一人一人に対し、担当する除

去食調理員を決める 
△ 

食札を書くことを

忘れる（アレルギ

ー児童全員分） 

パソコンでアレルギー情報を管理し、食札を

印刷する 
× 

特定の担当者が、食札を常に記入する × 

普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食

担当を決め、その担当者が調理と食札の記入

を行う 

△ 

除去食を調理する前に、あらかじめ食札を記

入しておく 
× 

食札があるか最終確認する担当者を設ける

（アレルギー児童全員分） 
× 
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表３．５ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：除去食の盛り付け）（続き） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
④ 

給 食 室

で 担 当

者が、ア

レ ル ギ

ー 対 忚

食 一 覧

表 か ら

食 札 に

正 し く

転 記 さ

れ て い

る か を

確 認 す

る 

アレルギー対忚食一覧表と

食札の内容が間違っている

ことに気付かない 

アレルギー対忚一覧表と食札の確認し

た項目にチェックを付ける 
○ 

パソコンでアレルギー情報を管理し

て、食札を印刷する 
○ 

一部のアレルギー児童につ

いて確認を飛ばす 

パソコンでアレルギー情報を管理し

て、食札を印刷する 
× 

アレルギー児童一人に対し、除去食調

理員一人で担当する 
× 

食札内容（学年・組・児童

名・献立名・除去内容）の

一部を確認しない 

除去食の調理を担当した人が、食札を

記入し、食札が正しく転記されている

かも確認する 

○ 

食札に転記した後、すぐに確認する ○ 

アレルギー対忚一覧表と食札の確認し

た項目にチェックを付ける 
○ 

アレルギー対忚食一覧表か

ら食札に正しく転記されて

いるか確認することを忘れ

る 

除去食の調理を担当した人が、食札を

記入し、食札が正しく転記されている

かも確認する 

× 

食札に転記した後、すぐに確認する × 

アレルギー対忚一覧表と食札の確認し

た項目にチェックを付ける 
○ 
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表３．６ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：教室以外での受け渡し） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
⑦ 

給食室に担任

教師またはア

レルギー児童

が、除去食を取

りに行く 

アレルギ

ー児童で

ない児童

が取りに

行く 

給食時間の初めに、担任教師がアレルギー児

童以外は除去食を取りに行かないように他児

童に指導する 

× 

除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童

の除去食を担当し、アレルギー児童の顔を覚

えるようにし除去食内容の確認を行う 

× 

担任教師とアレルギー児童の二人で除去食を

給食室に取りに行く 
× 

給食室に

除去食を

取りに行

くのを忘

れる 

給食室に除去食を取り行く時間を決める ◎ 

担任教師が休みの場合は、担任教師が事前に

副担任教師と給食室の人と連絡を取っておく 
○ 

担任教師とアレルギー児童の二人で除去食を

給食室に取りに行く 
× 

手
順
⑧ 

給食室で担任

教師またはア

レルギー児童

が、調理員と共

に食札を基に

除去食内容を

確認する 

除去食内

容の確認

を忘れる      

除去食内

容の一部

を確認し

ない 

食札に確認した項目 1 つずつにチェックを付け

る 
× 

除去食内容が伝わっているか声に出して、確認

しあいながら行う 
○ 

除去食調理員また除去食内容確認担当者は常に

同じ食物アレルギー児童の除去食を担当して確

認を行う 

× 

教室に戻って食べる前にもう一度、担任教師と

除去食内容が正しいか確認する 
○ 

担任教師とアレルギー児童の二人で給食室に行

く 
× 

手
順
⑨ 

給食室で担任教

師またはアレル

ギー児童が、除

去食を受け取る 

間違った

除去食を

受け取る 

除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童の

除去食を作り渡す 
× 

除去食を担任教師やアレルギー児童が勝手に持

っていけない場所に置く 
○ 

担任教師とアレルギー児童の二人で取りに行く × 

教室に戻ってから、もう一度担任教師と除去食

を確認する 
◎ 
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表３．７ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：教室以外での受け渡し）（続き） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
⑩ 

教室で担

任教師と

アレルギ

ー 児 童

が、除去

食一覧表

と食札を

基に除去

食内容を

確認する 

除去食内容の確

認を忘れる 

除去食内容の一

部を確認しない 

給食室に担任教師とアレルギー児童の二人で

除去食を取りに行き、教室に戻ってきたらすぐ

に確認を行う 

× 

食札に確認した項目 1 つずつにチェックを付

ける 
× 

除去食内容が伝わっているか声に出して、確認

しあいながら行う 
× 

除去食調理員また除去食内容確認担当者は常

に同じ食物アレルギー児童の除去食を担当し

て確認を行う 

× 

担任教師とアレルギー児童の二人で給食室に

行く 
× 

アレルギー児童

が確認しない（担

任教師のみで確

認）         

担任教師が確認

しない（アレルギ

ー児童のみで確

認） 

除去食内容が伝わっているか声に出して、確認

しあいながら行う 
× 

給食室に担任教師とアレルギー児童の二人で

除去食を取りに行き、教室に戻ってきたらすぐ

に確認を行う 
◎ 

除去食一覧表と

食札を見ずに、口

頭のみで確認す

る 

除去食内容の確認をチェックする表を作る 

× 
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表３．８ 対策が有効かどうかの判定結果（プロセス：教室での受け渡し） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
⑦ 

配膳車に除去

食を載せる。

または、担当

者が教室に除

去食を運ぶ 

 

除去食を教室に

運ぶのを忘れる 

除去食を調理した担当者が除去食を教

室まで運ぶ 
○ 

除去食を作ったら、すぐに教室に運ぶ ○ 

除去食調理員は常に同じ食物アレルギ

ー児童の除去食を担当し、教室まで運ぶ 
△ 

担当者が間違っ

た教室に運ぶ 

除去食調理員は常に同じ食物アレルギ

ー児童の除去食を担当し、教室まで運ぶ 
○ 

配膳車に載せる

のを忘れる 

除去食を配膳車に運んだことをチェッ

クする表を作る 
△ 

間違った配膳車

に除去食を載せ

る 

除去食を載せる配膳車に色の付いたテ

ープ等の目印を付ける △ 

手
順
⑧ 

除去食を配膳

車で運ぶ場

合、教室で担

任教師とアレ

ルギー児童

が、除去食一

覧表と食札を

基に確認する

または、除去

食を担当者が

運ぶ場合、そ

の担当者とア

レルギー児童

が、除去食一

覧表と食札を

基に確認する 

アレルギー児童

が確認しない（担

任教師のみで確

認）担任教師が確

認しない（アレル

ギー児童のみで

確認） 

除去食内容を確認することを促す注意

書きを、除去食のお盆等に置く 
△ 

除去食内容を確認する時間を決める △ 

除去食内容を確認したかチェックする

表を作る 
△ 

担任教師と児童が別々に確認せず、2 人

揃ってから除去食内容の確認を行う 
○ 

除去食一覧表と

食札を見ず口頭

のみで確認する 

除去食内容を確認したかチェックする

表を作る × 

除去食内容の一

部を確認しない         

除去食内容を確認したかチェックする

表を作る 
△ 

除去食内容の確

認するのを忘れ

る 

除去食内容を確認することを促す注意

書きを、除去食のお盆等に置く 
△ 

除去食内容が伝わっているか声に出し

て、確認しあいながら行う 
○ 

 

表３．９ 対策が有効かどうかの判定結果 

（プロセス：除去食提供日の普通食のおかわり） 

手順 エラー 対策 判定 

手
順
① 

アレル

ギー児

童が、担

任教師

におか

わりを

申し出

る 

アレルギ

ー児童が

申し出な

いでおか

わりをす

る 

給食時間の初めに、担任教師はアレルギー児童におかわ

りする際は、申し出るように指導する 
◎ 

おかわりする時間を決め、担任教師からアレルギー児童

におかわりするか確認を行う 
◎ 

おかわりする際は、いつでも担任教師が食札を確認する ◎ 

おかわりの際は担任教師が、必ず盛り付ける ○ 

アレルギー児童の座席を担任教師のそばにし、いつでも

児童の行動がわかるようにする 
○ 

アレルギー児童がおかわりしてはいけない給食のクラ

ス用寸胴鍋のふたに「おかわり禁止」と注意書きを書く 
△ 
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第４章 食物アレルギー事故防止対策マニュアル 

 ３章の結果をもとに、学校給食における食物アレルギー事故防止対策マニュアルを

作成した。付録Ｄに作成したマニュアルを示す。このマニュアルでは、プロセス、手

順ごとに発生しやすいエラーを取り上げ、その防止に有効と考えられる対策が示して

ある。 

 様々な活用の方法が考えられるが、基本的には次のような活用の方法が考えられる。 

（１）給食室での盛り付けから除去食提供日の普通食のおかわりまでのプロセスに

ついて示されている手順を参考に、それぞれのプロセスをどのような手順で実施する

かを検討する（プロセスの設計における参考資料としての活用）。 

（２）各手順で起こりえるエラーのリスト、それぞれのエラーの発生および発生の

可能性の評価を参考に、それぞれの手順で起こると考えられるエラーを特定する（リ

スクアセスメントにおける参考資料としての活用）。 

 （３）各エラーについて列挙されている対策を参考に、それぞれのエラーの発生お

よび発生の可能性を低減するための対策を考案し、実施する（対策実施における参考

資料としての活用）。中には、今のところ有効な対策がないエラーもあるが、これらに

ついては、プロセスの具体的な状況をより詳細に調査した上で、対策を考案し、その

有効性の検証を個別に行う必要がある。 
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第５章 結論と今後の課題 

本研究では、都内の小学校のうち、自校方式の給食を行っているところを対象に、

食物アレルギーにおけるヒューマンエラーの発生状況や対策の実施状況および有効性

の調査を行い、その結果をもとに多くの学校で利用できる「学校給食における食物ア

レルギー事故防止対策マニュアル」を作成した。結果として、以下のことがわかった。 

（１）対象とした４つのプロセス「給食室での盛り付け～除去食のおかわり」につ

いては、盛り付けてから食札を作成するか、食札を作成してから盛り付けるかの相違

はあったものの、多くの学校で共通する手順を用いていた。 

（２）プロセス「給食室での盛り付け」の手順「③給食室で担当者が、アレルギー

対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く」

「①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける」「④給食室で担当者が、アレル

ギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する」でエラーの発生また

は発生の可能性が高い。また、プロセス「教室以外での受け渡し」については、手順

「⑦給食室に担任教師またはアレルギー児童が、除去食を取りに行く」「⑨給食室で担

任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る」でエラーの発生の可能性が高い。 

また、プロセス「教室での受け渡し」については、手順「⑦配膳車に除去食を載せる。

または、担当者が教室に除去食を運ぶ」「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教

師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当者

が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する」

でエラーの発生または発生の可能性が高い。さらに、プロセス「除去食提供日の普通

食のおかわり」については、手順「①アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し

出る」におけるエラーの発生または発生の可能性が高い。 

（３）このうち、プロセス「給食室での盛り付け」の手順①やプロセス「除去食提

供日の普通食のおかわり」の手順①については、多くの対策が実施されており、また

有効な対策も多い。他方、プロセス「給食室での盛り付け」の手順③および④、プロ

セス「教室での受け渡し」の手順⑦および⑧については、ある程度有効な対策がある

ものの、効果の高い対策が見いだされていない。 

今後の課題としては、効果の高い対策がないエラーについて、プロセスの具体的な

状況をより詳細に調査した上で、対策案を考案し、その有効性の検証を行うこと、除

去食の調理の段階からも同様の調査を行い、対策マニュアルを作成することが残され

ている。 
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付録Ａ  

研究に使用した調査用紙 
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食物アレルギー児童の学校給食におけるヒューマンエラー防止対策に関する調査 

 

１．調査目的 

昨年、東京都・調布市の小学校で、乳製品アレルギーの 5 年生の女児が給食に含まれて

いた粉チーズによるショックで死亡するという痛ましい事故が起こりました。給食での食

物アレルギー事故は増え続けているため、平成 20 年に文部科学省が食物アレルギーに対

するガイドラインを作成しましたが、具体的な対策方法は記載されていません。対忚は学

校ごとやそれぞれの市ごとに任されていますが、対策方法の情報共有が十分に行われてい

ないのが現状です。そこで、食物アレルギーを持つ児童のために、個々の学校や市で行わ

れている対策方法やどのような状況で事故やヒヤリハットが起っているのかを調査し、多

くの学校で利用できる食物アレルギー事故防止対策マニュアルを作成したいと考えていま

す。 

 

２．回答にあたってのお願い 

１）本調査は東京都の自校式給食を実施している小学校にお送りしております。 

 

 

設問１：貴校において行っているアレルギー児童へ除去食を提供する手順 

設問２：上記の手順において起こり得るヒューマンエラー 

 

３）回答していていただきました調査用紙につきましては、２０１３年１２月２４日

（火）までに e-mail または郵送にて下記の担当者までお送りください。なお、調

査用紙の電子ファイル(Microsoft Word）を下記のホームページよりダウンロード

できますので活用ください。 

     http://www.indsys.chuo-u.ac.jp/~nakajo/allergie.html 

 

４）調査結果を取り纏めた報告書を、２０１４年３月を目途にお送りする予定です。 

希望される場合は、送付先を記入して下さい 

学校名  

お名前  

e-mail または住所  

 

 

５）本調査に関してご不明な点、ご質問がありましたら下記までご連絡ください。 

本件担当者：中央大学 理工学部 経営システム工学科 佐藤周 松田直輝 

〒112-8551 東京都文京区春日 1-13-27 

TEL 03-3817-1933    Fax 03-3817-1943 

e-mail アドレス：d70218@educ.kc.chuo-u.ac.jp 

 

 

 

 

http://www.indsys.chuo-u.ac.jp/~nakajo/allergie.html
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設問１. 

貴校で行っている“アレルギー児童へ除去食を提供する手順”についてお聞きします。 

ここで言う“アレルギー児童への除去食を提供する手順”は、除去食調理後の「給食室

で除去食を盛り付ける作業」から「アレルギー児童が食べる」までです。本来は、「除去食

の調理」も含めお聞きしたいのですが、調理手順が献立により多岐に渡り回答の手間が煩

雑になるため、除去食の調理後からとしています。 

 ページ 3～7 では、多くの学校で行われている除去食を提供する手順を次のⅠからⅢに

分けて記述しています。 

Ⅰ 「給食室での盛り付け」 

Ⅱ 「除去食の受け渡し」  （Ⅱ－１、Ⅱ－２のどちらか１つを選んで回答） 

Ⅱ－１ 「教室以外で受け渡す場合」  

Ⅱ－２ 「教室で受け渡す場合」  

Ⅲ 「おかわり」      （Ⅲ－１、Ⅲ－２は２つとも回答） 

Ⅲ－１  除去食提供日の「普通食のおかわり」 

Ⅲ－２ 「除去食のおかわり」 

それぞれについて、貴校で行われている手順を以下ａ～ｅの方法に従って回答してくださ

い。なお、Ⅱについては、Ⅱ－１「教室以外で受け渡す場合」とⅡ－２「教室で受け渡す

場合」のうち、貴校で行っている手順に近い方を選んで回答してください。 

 

ａ．Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの各手順に訂正がない場合は、「以下訂正なし」に○を付けて下さい。 

 例）Ⅰ 給食室での盛り付け 

 

 

ｂ．記されている手順の一部が貴校で行われていない場合は、該当の手順に取り消し線を

付けて下さい。 

例） 手順① 給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける  

 

ｃ．各手順の内容が貴校で行われているものと違う場合は、該当部分を取り消し線で消し、

【訂正欄】に記入して下さい。 

例） 手順① 給食室で調理員が、 除去食専用食器 に盛り付ける 

【訂正欄：         普通食食器               】 

 

ｄ．手順と手順の間に貴校で行われている手順がある場合は、“追加手順欄”に書き加えて

下さい。 

例） 手順① 給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける 

（   ） 【訂正欄：                      】 

     

      

手順② 給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする 

 

 

 

 

 

 

 

以下訂正なし ○ 

（手順追加欄）   代表者に盛り付けたことを知らせる 
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ｅ．貴校で行っている手順の順番（①や②等）が書かれているものと違う場合は、取り消

し線を付けて、その下 

号を新しく書き換えて下さい。 

例） 手順①          給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける 

（    ）  【訂正欄：                         】 

 

 

手順②        給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする 

（  ③  ）  【訂正欄：                          】 

 

 

 

手順③      給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・名前・原因食品・ 

除去対忚献立名を食札に書く 

（ ② ）  【訂正欄：                          】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 
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Ⅰ 給食室での盛り付け  
以下訂正なし  

 

手順①     給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける 

（   ） 【訂正欄：                             】 

 

 

 

手順②     給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする 

（  ）  【訂正欄：                             】 

 

 

手順③   給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名 

・原因食品・ 除去対忚献立名を食札に書く 

      【訂正欄：                            】 

 

 

 

 

 

手順④  給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されてい 

るか確認する 

  ） 【訂正欄：                            】 

 

 

 

 

 

手順⑤  給食室で担当者が、食札をラップやふたをした除去食の食器もしくはお盆に貼

付する 

（   ） 【訂正欄                           】 

 

 

 

 

 

手順⑥  給食室で担当者が、貼付した食札と除去食が正しく対忚しているか確認する 

（   ） 【訂正欄                           】 

 

 

 

 

Ⅱ 除去食の受け渡しに続く 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 
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Ⅱ 除去食の受け渡し 

Ⅱ－１ 「教室以外で受け渡す場合」 

以下訂正なし  

 

手順⑦    給食室に担任教師またはアレルギー児童が、除去食を取りに行く 

（   ） 【訂正欄                             】 

 

 

 

 

手順⑧  給食室で担任教師またはアレルギー児童が、調理員と共に食札を基に除去食内 

容を確認する 

  【訂正欄                            】 

 

 

 

 

 

手順⑨  給食室で担任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る 

（   ） 【訂正欄                            】 

 

 

 

 

 

手順⑩  教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に除去食内容を確

認する 

（   ） 【訂正欄                            】 

 

 

 

 

 

手順⑪   教室でアレルギー児童が除去食を食べる 

（手順追加欄） 

 

 

 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 
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Ⅱ－２ 「教室で受け渡す場合」 

以下訂正なし  

 

手順⑦  配膳車に除去食を載せる。または、担当者が教室に除去食を運ぶ 

（   ） 【訂正欄                        】 

 

 

 

手順⑧  除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食一 

覧表と食札を基に確認する。または、除去食を担当者が運ぶ場合、その担当

者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認

する 

  【訂正欄                        】 

 

 

 

 

 

 

手順⑨    教室でアレルギー児童が除去食を食べる 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 
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Ⅲ おかわり 

Ⅲ－１ 除去食提供日の「普通食のおかわり」  

除去食提供日の普通食のおかわりを禁止している場合は、禁止に○を付けてⅢ－２に進ん

でください。 

禁止  

 

以下訂正なし  

 

手順①   アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し出る 

（   ） 【訂正欄                         】 

 

 

 

手順②   担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある食札を見て除

去食でないおかわりだと確認する 

 【訂正欄                           】 

 

 

 

 

手順③   教室で担任教師が、普通食をアレルギー児童に渡す 

（   ） 【訂正欄                          】 

 

 

 

 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 



51 

 

Ⅲ－２ 「除去食のおかわり」  

除去食のおかわりを禁止している場合は禁止に○をして設問２に進んでください 

禁止  

 

以下訂正なし  

 

手順①   アレルギー児童が、除去食のおかわりを担任教師に申し出る 

（   ） 【訂正欄                          】 

 

 

 

手順②   担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある食札を 

確認し、除去食のおかわりだと認識する 

  【訂正欄                           】 

 

 

 

手順③   アレルギー児童が、食札と自分の食器を持って給食室へ行く 

（   ） 【訂正欄                          】 

 

 

 

 

手順④  給食室で調理員が、食札の学年・組・児童名・献立名・除去内容を確認する 

（   ） 【訂正欄                           】 

 

 

 

 

 

手順⑤  担当者が、除去食のおかわりがあるか確認する 

（   ） 【訂正欄                           】 

 

 

 

手順⑥  担当者が、除去食をアレルギー児童に手渡す 

（   ） 【訂正欄                           】 

 

 

 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 

（手順追加欄） 
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設問２  

設問１で回答いただいた“アレルギー児童へ除去食を提供する手順”において、起こり

得るヒューマンエラーについてお聞きします。 

ページ 9～14 では、Ⅰ「給食室での盛り付け」、Ⅱ「除去食の受け渡し」、Ⅲ「おかわり」

のそれぞれについて、起こり得るヒューマンエラーを列挙してあります。 

Ⅰ 「給食室での盛り付け」 

Ⅱ 「除去食の受け渡し」（Ⅱ－１、Ⅱ－２のどちらか設問１で選択したもの、） 

Ⅱ－１ 「教室以外で受け渡す場合」 

Ⅱ－２ 「教室で受け渡す場合」  

Ⅲ 「おかわり」   （Ⅲ－１、Ⅲ－２は設問１で禁止に○をしていない場合） 

Ⅲ－１ 除去食提供日の「普通食のおかわり」 

Ⅲ－２「除去食のおかわり」 

それぞれについて、貴校において起こり得るヒューマンエラーを以下ａ～ｆの方法に従っ

て回答してください。なお、Ⅱについては、Ⅱ－１とⅡ－２のうち該当する方を選んで回

答してください。また、Ⅲ－１、Ⅲ－２については設問１で禁止に○をした場合は、回答

する必要はありません。 

 

ａ．列挙されているそれぞれのヒューマンエラーについて、貴校の状況として最も近いも

のを「起きたことがある」「起きたことはないが起こる可能性がある」「起きたことは

なく、起こる可能性もない」の３つの中から１つ選び○を付けて下さい。 

 

ｂ．設問１で手順の内容を訂正した場合は、訂正した内容をもとに回答してください。な

お、訂正した内容により、列挙されているヒューマンエラーが当てはまらないと思わ

れる場合（除去食用の専用食器を用いていない場合の食器の取り違えなど）には、「起

きたことはなく、起こる可能性もない」に○付けて下さい。 

例）設問 1 で手順①「調理員が除去食専用食器に盛り付ける」を「調理員が普通食器に盛り付

ける」に訂正した場合 

Ⅰ 給食室での盛り付け 
起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が 

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く
、 

起
こ
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
① 

調理員が、

除去食専用

食器に盛り

付ける 

除去食があることを忘れ、盛り付けない ○   

除去食を普通食と同じ食器に盛り付ける   ○ 

除去食専用食具にアレルゲンとなる具材が

付着していることに気付かず使う 
 ○  

普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う  ○  

除去食専用食器に普通食を盛り付ける   ○ 

 

ｃ．設問１で取り消し線を付け消した手順（貴校で行っていない手順）に関しては、回答

する必要はありません。 

 

ｄ．設問１で順番を変えた手順に関しては、記されている手順の番号（①や②等）を気に

せず回答してください。 
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ｅ．各作業で列挙してある起こり得るヒューマンエラー以外に「起きたことがある」また

は「起きたことはないが起こる可能性がある」ヒューマンエラーがある場合は、“その

他”の欄に書いて下さい。複数書いても構いません。 

 

ｆ．設問１で手順追加欄に書き加えた手順は、各Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの最後の「追加した手順」の

欄に書き、「起きたことがある」または「起きたことはないが起こる可能性がある」

ヒューマンエラーがあればお書きください。 

 

Ⅰ 給食室での盛り付け 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
① 

給食室で調理

員が、除去食専

用食器に盛り

付ける 

除去食があることを忘れ、盛り付けない    

除去食を普通食と同じ食器に盛り付ける    

除去食専用食器に普通食を盛り付ける    

２種類以上の除去食の食器を混同する    

除去食専用食具にアレルゲンとなる具材が付

着していることに気付かずに使う 

   

普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う    

アレルゲンが付いた手で除去食を盛り付ける    

除去食の具材が他の除去食に混入する    

普通食を盛り付ける時にアレルゲンが落ちて

除去食に混入する 

   

その他 

手
順
② 

給食室で調理

員が、除去食を

よそった食器

にラップやふ

たをする 

ラップやふたをするのを忘れる    

アレルゲンが付着しているラップやふたを使用する    

しっかりとラップやふたが出来ていない    

アレルゲンの付いた手でラップやふたをする    

その他 

手
順
③ 

給食室で担当者

が、アレルギー

対忚食一覧表

(給食室用)の学

年・組・児童名・

原因食品・除去

対忚献立名を食

札に書く 

食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員

分） 

   

一部の食札を書き忘れる    

食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に欄

を間違え、児童名と除去食内容等が対忚しなくなる 

   

食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際

に学年、組、名前、原因食品、除去対忚献立名を

書き間違える 

   

その他 

 



54 

 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
④ 

給食室で担当者が、アレル

ギー対忚食一覧表から食札

に正しく転記されているか

確認する 

アレルギー対忚食一覧表から食札に

正しく転記されているか確認するこ

とを忘れる 

   

食札内容（学年・組・児童名・献立

名・除去内容）の一部を確認しない 

   

一部のアレルギー児童について確認

を飛ばす 

   

アレルギー対忚食一覧表と食札の内

容が間違っていることに気付かない 

   

その他 

手
順
⑤ 

給食室で担当者が、食札を

ラップやふたをした除去食

の食器もしくはお盆に貼付

する 

食札を除去食の食器もしくはお盆に

貼付することを忘れる 

   

食札を違う除去食に貼付する    

食札をしっかりと貼付しない    

その他 

手
順
⑥ 

給食室で担当者が、貼付し

た食札と除去食が正しく対

忚しているか確認する 

食札と除去食が正しく対忚している

か確認することを忘れる 

   

食札と除去食が正しく対忚していな

いことに気付かない 

   

その他 

追加した手順 「起きたことがある」または「起きたことはないが起こる可能性

がある」ヒューマンエラー 
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Ⅱ 除去食の受け渡し 

Ⅱ－１ 教室以外での受け渡し 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
⑦ 

給食室に担任教師また

はアレルギー児童が、除

去食を取りに行く 

給食室に除去食を取りに行くのを忘れ

る 

   

アレルギー児童でない児童が取りに行

く 

   

その他 

手
順
⑧ 

給食室で担任教師また

はアレルギー児童が、調

理員と共に食札を基に

除去食内容を確認する 

除去食内容の確認を忘れる    

除去食内容の一部を確認しない    

その他 

手
順
⑨ 

給食室で担任教師また

はアレルギー児童が、除

去食を受け取る 

間違った除去食を受け取る    

その他    

手
順
⑩ 

教室で担任教師とアレ

ルギー児童が、除去食一

覧表と食札を基に除去

食内容を確認する 

除去食内容の確認を忘れる    

アレルギー児童が確認しない（担任教師

のみで確認） 

   

担任教師が確認しない（アレルギー児童

のみで確認） 

   

除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみ

で確認する 

   

除去食内容の一部を確認しない    

その他 

追加した手順 
「起きたことがある」または「起きたことはないが起こる

可能性がある」ヒューマンエラー 
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Ⅱ－２ 教室で受け渡す場合 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
⑦ 

配膳車に除去食を載せる。

または、担当者が教室に除

去食を運ぶ 

除去食を教室に運ぶのを忘れる    

配膳車に載せるのを忘れる    

担当者が間違った教室に運ぶ    

間違った配膳車に除去食を載せる    

その他 

手
順
⑧ 

除去食を配膳車で運ぶ場合、教

室で担任教師とアレルギー児

童が、除去食一覧表と食札を

基に確認する   または、 

除去食を担当者が運ぶ場合、そ

の担当者とアレルギー児童

が、除去食一覧表と食札を基

に確認する 

除去食内容の確認するのを忘れる    

アレルギー児童が確認しない（担任

教師のみで確認） 

   

担任教師が確認しない（アレルギー

児童のみで確認） 

   

除去食一覧表と食札を見ずに、口頭

のみで確認する 

   

除去食内容の一部を確認しない            

その他 

追加した手順 「起きたことがある」または「起きたことはないが起

こる可能性がある」ヒューマンエラー 
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Ⅲ おかわり 

Ⅲ－１ 除去食提供日の「普通食のおかわり」 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
① 

アレルギー児童が、担任教師

におかわりを申し出る。 

アレルギー児童が申し出ないでお

かわりをする 

   

その他    

手
順
② 

担任教師が、学年・組・児童

名・献立名・除去内容が記入

してある食札を見て除去食で

ないおかわりだと確認する 

食札の確認を忘れる    

口頭のみで確認する    

その他    

手
順
③ 

教室で担任教師が、普通食を

アレルギー児童に渡す 

アレルゲン食材が含まれている普

通食を手渡す 

   

その他    

追加した手順 「起きたことがある」または「起きたことはないが起

こる可能性がある」ヒューマンエラー 
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Ⅲ－２ 除去食のおかわり 

 起
き
た
こ
と
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
い
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る 

起
き
た
こ
と
は
な
く 

起
き
る
可
能
性
も
な
い 手順 起こり得るヒューマンエラー 

手
順
① 

アレルギー児童が、除去食

のおかわりを担任教師に申

し出る 

アレルギー児童が申し出ないでおか

わりをする 

   

その他    

手
順
② 

担任教師が、学年・組・児

童名・献立名・除去内容が

記入してある食札を確認

し、除去食のおかわりだと

認識する 

食札の確認を忘れる    

口頭のみで確認する    

その他    

手
順
③ 

アレルギー児童が、食札と

自分の食器を持って給食室

へ行く 

食札を持って行くことを忘れる    

その他    

手
順
④ 

給食室で調理員が、食札の

学年・組・児童名・献立名・

除去内容を確認する 

食札の確認を忘れる    

その他    

手
順
⑤ 

担当者が、除去食のおかわ

りがあるか確認する 

除去食のおかわりがあると勘違いする    

その他    

手
順
⑥ 

担当者が、除去食をアレル

ギー児童に手渡す 

普通食を手渡す    

その他    

追加した手順 
「起きたことがある」または「起きたことはないが起こる可能性

がある」ヒューマンエラー 
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設問３ 

設問１で回答いただいた“アレルギー児童へ除去食を提供する手順”において、ヒュー

マンエラーによる食物アレルギー事故を防ぐために貴校で行っている対策案お聞きします。 

ページ 16～27 では、Ⅰ「給食室での盛り付け」、Ⅱ「除去食の受け渡し」、Ⅲ「おかわ

り」のそれぞれについて、ヒューマンエラーによる食物アレルギー事故を防ぐための対策

として考えられるものを列挙してあります。また、すべての手順に共通する対策は、Ⅳ「Ⅰ

～Ⅲに共通」としてまとめてあります。 

Ⅰ 「給食室での盛り付け」 

Ⅱ 「除去食の受け渡し」（Ⅱ－１、Ⅱ－２のどちらか設問１で選択したもの） 

Ⅱ－１ 「教室以外で受け渡す場合」 

Ⅱ－２ 「教室で受け渡す場合」  

    Ⅲ 「おかわり」   （Ⅲ－１、Ⅲ－２は設問１で禁止に○をしていない場合）   

Ⅲ－１ 除去食提供日の「普通食のおかわり」 

Ⅲ－２「除去食のおかわり」 

    Ⅳ 「Ⅰ～Ⅲに共通」 

それぞれについて、貴校で行われている対策を以下ａ～ｆの方法に従って回答してくださ

い。なお、Ⅱについては、Ⅱ－１とⅡ－２のうちの該当する方を選んで回答してください。

また、Ⅲ－１，Ⅲ－２については、設問１で禁止に○をした場合は回答する必要はありま

せん。 

 

ａ．列挙されているそれぞれの対策について、貴校の状況と近いものを「行っていて効

果がある」「行っているが効果があまりない」「行っていないが効果があると思う」「行

っていないし効果がないと思う」の４つの中から１つ選び○を付けて下さい。 

 

ｂ．設問１で手順の内容を訂正した場合は、訂正した内容をもとに回答してください。

なお、訂正した内容により、対策案が当てはまらないと思われる場合は、「行ってい

ないし、効果がないと思う」に○を付けて下さい。 

例）設問 1 で手順①「調理員が除去食専用食器に盛り付ける」を「調理員が普通食器に盛り付け

る」に訂正した場合 

ｃ．設問１で取り消し線を付け消した手順（貴校で行っていない手順）に関しては、回答す

る必要はありません。 

 

ｄ．設問１で順番を変えた手順に関しては、記されている手順の番号（①や②等）を気

にせず回答してください。 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 

手順 対策 

手

順

① 

調理員が、除去食専

用食器に盛り付ける 

特定の調理員が除去食を常に作る ○    

普通食と除去食の調理員を別々にする   ○  

除去食の数を調理前と調理後で確認する  ○   

除去食専用食器と普通食器の置き場を離れた所に

設ける 
   ○ 
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ｅ．各手順において、列挙されている対策案以外に「行っていて効果がある」または「行

っていないが効果があると思う」対策がある場合は、“その他”の欄に書いて下さい。

複数書いても構いません。 

 

ｆ．設問１で手順追加欄に書き加えた手順は、各Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの最後の「追加した手順」

の欄に書き、「行っていて効果がある」または「行っていないが効果があると思う」

対策があればお書きください。 

 

Ⅰ 「給食室での盛り付け」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
① 

給食室で調

理員が、除去

食専用食器

に盛り付け

る 

特定の調理員が除去食を常に作る     

普通食と除去食の調理員を別々にする     

除去食担当者は 2種類以上の除去食を担当

しない 

    

除去食専用食器と普通食器の置き場を、離れ

た場所に設ける 

    

除去食の調理場を、普通食の調理場からは

なす 

    

除去食が２種類以上の場合は、離れた場所

で調理する 

    

除去食を調理した後に、普通食を調理する     

普通食を盛り付ける時等に普通食が除去

食に混入する危険がある場合は、除去食に

ふたをする 

    

普通食用と除去食用の食具を容易に区別できるよ

うにする（色を変える、シールを貼付するなど） 

    

除去食専用と普通食用の食器を容易に区別できる

ようにする（形を変える、シール貼付など） 

    

アレルギー児童の名前を除去食専用食器

に書く 

    

除去食の形を変えるなど、普通食と違いを

付ける 

    

除去食の数を調理前と調理後で確認する     

除去食を食べる前に、中身にアレルゲン食

材がないかを確認してから食べ始めるよ

うアレルギー児童に指示する 

    

その他 
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
② 

給食室で調

理員が、除去

食をよそっ

た食器にラ

ップやふた

をする 

普通食と除去食の調理員を別々にし、除去

食担当を決め、その担当者が盛り付けから

ラップやふたまで全て行う 

    

ラップやふたをしたことを、「ラップよし」など声に出

して確認を行う（指差し呼称） 

    

除去食を盛り付けたら、すぐにラップや

ふたをする 

    

普通食を調理しているそばに除去食に使用するラップ

やふたを置かない 

    

ふたに付着してもわかりやすいように、

アレルゲン食材を大きく切る 

    

ラップやふたがきちんとできているか確認する

担当者を設ける 

    

除去食を調理した後に、普通食を調理す

る 

    

その他     

手
順
③ 

給食室で担

当者が、アレ

ルギー対忚

食一覧表(給

食室用)の学

年・組・児童

名・原因食品 

・除去対忚献

立名を食札

に書く 

パソコンでアレルギー情報を管理し、食

札を印刷する 

    

特定の担当者が、食札を常に記入する     

普通食と除去食の調理員を別々にし、除

去食担当を決め、その担当者が調理と食

札の記入を行う 

    

除去食を調理する前に、あらかじめ食札

を記入しておく 

    

食札があるか最終確認する担当者を設ける（アレル

ギー児童全員分） 

    

アレルギー児童一人一人に対し、担当する除去食

調理員を決める 

    

食札に書き写したら、食札の学年・組など項目ご

とに声に出して確認を行う 

    

その他     
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
④ 

給食室で

担 当 者

が、アレ

ルギー対

忚食一覧

表から食

札に正し

く転記さ

れている

か確認す

る 

除去食の調理を担当した人が、食札を記入

し、食札が正しく転記されているかも確認す

る 

    

食札に転記した後、すぐに確認する     

アレルギー対忚一覧表と食札の確認した項目にチェ

ックを付ける 

    

普通食と除去食を違う形で作るなど、間違っ

たことがすぐに分かるようにする 

    

パソコンでアレルギー情報を管理して、食札

を印刷する 

    

アレルギー児童一人に対し、除去食調理員一人

で担当する 

    

除去食を調理した人が、食札内容を確認し

て、調理した除去食にその食札を置く 

    

アレルゲンの違う除去食を２種類以上作る場合、2

食目からの除去食は 1 食目の除去食作業がすべて終

わってから行う 

    

その他 

手
順
⑤ 

給食室で

担 当 者

が、食札

をラップ

やふたを

した除去

食の食器

もしくは

お盆に貼

付する 

食札を貼付したことを、「貼付良し」など声に出

して確認する 

    

食札の転記が終わったら、すぐに貼付を行う     

調理する前に、あらかじめ食器またはお盆に食札を貼

り付けておく 

    

除去食の調理を担当した人がその食札の貼

付を行う 

    

除去食を運ぶお盆と食札の色を同じにする     

アレルゲンの違う除去食を２種類以上作る場合、2

食目からの除去食は 1 食目の除去食作業がすべて終

わってから行う 

    

食札を簡単に貼り付けられることができ、落

ちないものにする（シール式や差し込み式な

ど） 

    

その他 
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑥ 

給食室で担

当者が、貼付

した食札と

除去食が正

しく対忚し

ているか確

認する 

声を出して食札と除去食が正しく対忚

しているか確認する 

    

除去食の調理を担当した人が、食札を

記入し、その食札が除去食と正しく対

忚しているか確認する 

    

アレルギー児童一人一人に対し、担当す

る除去食調理員を決める 

    

除去食を載せるお盆と食札の色を同じ

にする 

    

食札と除去食が正しく対忚しているか

最終確認する担当者を設ける 

    

その他 

追加した手順 
「行っていて効果がある」または「行っていないが効果があると思う」

対策案 
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Ⅱ 除去食の受け渡し 

Ⅱ－１ 「教室以外で受け渡す場合」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑦ 

給食室に担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、除

去食を取り

に行く 

給食室に除去食を取り行く時間を決める     

担任教師が休みの場合は、担任教師が事
前に副担任教師と給食室の人と連絡を取
っておく 

    

給食時間の初めに、担任教師がアレルギ

ー児童以外は除去食を取りに行かないよ

うに他児童に指導する 

    

除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童の除

去食を担当し、アレルギー児童の顔を覚えるように

し除去食内容の確認を行う 

    

担任教師とアレルギー児童の二人で除去食を給

食室に取りに行く 
    

その他 

手
順
⑧ 

給食室で担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、調

理員と共に

食札を基に

除去食内容

を確認する 

食札に確認した項目 1 つずつにチェック

を付ける 

    

除去食内容が伝わっているか声に出して、確認し

あいながら行う 

    

除去食調理員また除去食内容確認担当者

は常に同じ食物アレルギー児童の除去食

を担当して確認を行う 

    

教室に戻って食べる前にもう一度、担任

教師と除去食内容が正しいか確認する。 

    

担任教師とアレルギー児童の二人で給食

室に行く 

    

その他     

手
順
⑨ 

給食室で担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、除

去食を受け

取る 

除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児童の

除去食を作り渡す 

    

除去食を担任教師やアレルギー児童が勝

手に持っていけない場所に置く 

    

その他     
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑩ 

教室で担任教師と

アレルギー児童が、

除去食一覧表と食

札を基に除去食内

容を確認する 

担任教師とアレルギー児童の二人で教室に

戻ったら、すぐに確認を行う 
    

除去食内容が伝わっているか声に出し、

確認しあいながら行う 
    

その他     

追加した手順 
「行っていて効果がある」または「行っていないが効果がある

と思う」対策案 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－2 「教室で受け渡す場合」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑦ 

配膳車に除去食

を載せる。また

は、担当者が教

室に除去食を運

ぶ 

除去食を調理した担当者が除去食を教
室まで運ぶ 

    

除去食を教室に運ぶ時間を決め、タイ

マーをセットする 

    

除去食を作ったら、すぐに配膳車に載せるも

しくは、教室に運ぶ 

    

除去食調理員は常に同じ食物アレルギ

ー児童の除去食を担当し、除去食を配膳

車に載せるもしくは、教室まで運ぶ 

    

除去食を運んだことをチェックする表

を作る 

    

配膳車に除去食が載っているか最終確認す

る担当者を設ける 
    

除去食を載せる配膳車に色の付いたテー

プ等の目印を付ける 
    

その他 
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑧ 

除去食を配膳車で

運ぶ場合、教室で担

任教師とアレルギ

ー児童が、除去食一

覧表と食札を基に

確認する。 

または、 

除去食を担当者が

運ぶ場合、その担当

者とアレルギー児

童が、除去食一覧表

と食札を基に確認

する 

除去食内容を確認することを促す注意書

きを、除去食のお盆等に置く 

    

除去食内容を確認する時間を決める     

除去食内容が伝わっているか声に出し

て、確認しあいながら行う 

    

除去食内容を確認したかチェック

する表を作る 

    

担任教師と児童が別々に確認せ

ず、2 人揃ってから除去食内容の

確認を行う 

    

除去食を担当者が運んだ場合、そ

の担当者と担任教師、アレルギー

児童の 3 人で除去食内容の確認を

行う 

    

その他 

追加した手順 
「行っていて効果がある」または「行っていないが効果がある

と思う」対策案 
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Ⅲ おかわり 

Ⅲ－1 除去食提供日の「普通食のおかわり」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
① 

アレルギー児童

が、担任教師にお

かわりを申し出

る 

給食時間の初めに、担任教師はアレ

ルギー児童におかわりする際は、申

し出るように指導する 

    

おかわりする際は、いつでも担任教

師が食札を確認する 

    

おかわりする時間を決め、担任教師

からアレルギー児童におかわりする

か確認を行う 

    

おかわりの際は担任教師が、必ず盛

り付ける 

    

アレルギー児童の座席を担任教師の

そばにし、いつでも児童の行動がわ

かるようにする 

    

アレルギー児童がおかわりしてはい

けない給食のクラス用寸胴鍋のふた

に「おかわり禁止」と注意書きを書

く 

    

その他 

手
順
② 

担任教師が、学

年・組・児童名・

献立名・除去内容

が記入してある

食札を見て除去

食でないおかわ

りだと確認する 

おかわりの際、食札の確認を忘れないよう注

意書きを教室に掲示する 

    

おかわりする際は、除去食、普通食に関わら

ず必ず食札を確認する 

    

食札に確認した項目 1 つずつにチェ

ックを付ける 

    

その他 

手
順
③ 

教室で担任教師が、

普通食をアレルギ

ー児童に渡す 

除去食の形を変えるなどして、普通

食と違いをつける 

    

その他 

追加した手順 
「行っていて効果がある」または「行っていないが効果があると思

う」対策 
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Ⅱ－2「除去食のおかわり」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
① 

アレルギー児童

が、除去食のおか

わりを担任教師

に申し出る 

給食時間の初めに、担任教師はアレ

ルギー児童におかわりする際は、申

し出るように指導する 

    

おかわりする際は、いつでも担任教

師が食札を確認する 
    

おかわりする時間を決め、担任教師

からアレルギー児童におかわりする

か確認を行う 

    

おかわりの際は担任教師が、必ず盛

り付ける 
    

アレルギー児童の座席を担任教師の

そばにして、いつでも児童の行動が

わかるようにする 

    

アレルギー児童がおかわりしてはい

けない給食のクラス用寸胴鍋のふた

に「おかわり禁止」と注意書きを書

く 

    

その他 

手
順
② 

担任教師が、学

年・組・児童名・

献立名・除去内容

が記入してある

食札を確認し、除

去食のおかわり

だと認識する 

おかわりの際、食札の確認を忘れな

いよう注意書きを教室に掲示する 
    

おかわりする際は、除去食、普通食

に関わらずかならず食札を確認する 
    

食札に、確認した項目１つずつにチ

ェックを付ける 
    

その他 

手
順
③ 

アレルギー児童

が、食札と自分の

食器を持って給

食室へ行く 

食札を給食室に持っていくことを忘

れないように注意書きを教室に掲示

する 

    

給食室にも食札を用意する     

その他 

手
順
④ 

給食室で調理員

が、食札の学年・

組・児童名・献立

名・除去内容を確

認する 

除去食を調理した担当者が、おかわ

りの確認も行う 

    

アレルギー児童が確認を怠らないよ

うに、担任教師も給食室についてい

く 

    

その他 
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行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 手順 対策 

手
順
⑤ 

除去食のお

かわりがあ

るか担当者

が、確認する 

除去食のおかわりの数を書いておく     

除去食を調理した担当者がおかわ

りの確認も行う 

    

その他     

手
順
⑥ 

担当者が、ア

レルギー児

童に除去食

を手渡す 

除去食の形を変えるなどして、普通

食と違いをつける 

    

その他     

追加した手順 
「行っていて効果がある」または「行っていないが効果があると思う」

対策 

  

 

 

 

Ⅳ 「Ⅰ～Ⅲに共通」 

 

行
っ
て
い
て 

効
果
が
あ
る 

行
っ
て
い
る
が 

効
果
が
あ
ま
り
な
い 

行
っ
て
い
な
い
が 

効
果
が
あ
る
と
思
う 

行
っ
て
い
な
い
し 

効
果
が
な
い
と
思
う 対策 

アレルゲン食材を使わずに、すべての給食を作る     

除去食提供日には、給食時間までにアレルギー児童と担任教
師は除去食内容について確認しておく 

    

アレルギー事故が起きても、すぐに対処できるよう、連絡先

（病院・親等）の確認やエピペンを打つ訓練をする 

    

その他 
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付録Ｂ  

ヒューマンエラー発生状況 
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図 B１ 手順「①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける」のエラーの発生

状況（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 

図 B２ 手順「②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする」

のエラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 
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図 B３ 手順「③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・

児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く」のエラーの発生状況 

（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 
図 B４ 手順「④給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記

されているか確認する」のエラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 

図 B５ 手順「⑤給食室で担当者が、食札をラップやふたをした除去食の食器もしく

はお盆に貼付する」のエラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 
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図 B６ 手順「⑥給食室で担当者が、貼付した食札と除去食が正しく対忚しているか

確認する」のエラーの発生状況（プロセス：給食室での盛り付け） 

 

 

図 B７ 手順「⑦給食室に担任教師またはアレルギー児童が、除去食を取りに行く」

のエラー発生状況（プロセス：教室以外での受け渡し） 

 

 

図 B８ 手順「⑧給食室で担任教師またはアレルギー児童が、調理員と共に食札を基

に除去食内容を確認する」のエラーの発生状況（プロセス：教室以外での受け渡し） 

 

 

図Ｂ９ 手順「⑨給食室で担任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る」 

（プロセス：教室以外での受け渡し） 
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図 B１０ 手順「⑩教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に

除去食内容を確認する」のエラーの発生状況（プロセス：教室以外での受け渡し） 

 

 

図Ｂ１１ 手順「⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当者が教室に除去食を運ぶ」

のエラーの発生状況（プロセス：教室での受け渡し） 

 

 

図Ｂ１２ 手順「⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教師とアレルギー児童が、

除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当者が運ぶ場合、その担当者

とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する」のエラーの発生状況 

（プロセス：教室での受け渡し） 
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図Ｂ１３ 手順「①アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し出る」 

（プロセス：除去食提供日の「普通食のおかわり」） 

 

 

図Ｂ１４ 手順「②担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してあ

る食札を見て除去食でないおかわりだと確認する」 

（プロセス：除去食提供日の「普通食のおかわり」） 

 

 

図Ｂ１５ 手順「③教室で担任教師が、普通食をアレルギー児童に渡す」 

（プロセス：除去食提供日の「普通食のおかわり」） 
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付録Ｃ  

対策の実施状況 
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図Ｃ１ エラー「除去食があることを忘れ、盛り付けない」に対する対策実施状況（プロ

セス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ２ エラー「除去食を普通食と同じ食器に盛り付ける」に対する対策実施状況（プロ

セス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ３ エラー「除去食専用食器に普通食を盛り付ける」に対する対策実施状況（プロセ

ス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 
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図Ｃ４ エラー「２種類以上の除去食の食器を混同する」に対する対策実施状況（プロセ

ス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ５ エラー「除去食専用食具にアレルゲンとなる具材が付着していることに気付かず

に使う」に対する対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 
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図Ｃ６ エラー「普通食用の食具を除去食の盛り付けに使う」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ７ エラー「アレルゲンが付いた手で除去食を盛り付ける」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ８ エラー「除去食の具材が他の除去食に混入する」に対する対策実施状況（プロセ

ス：給食室での盛り付け、手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 
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図Ｃ９ エラー「普通食を盛り付ける時にアレルゲンが落ちて除去食に混入する」に対す

る対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

図Ｃ１０ エラー「ラップやふたをするのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする） 
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図Ｃ１１ エラー「アレルゲンが付着しているラップやふたを使用する」に対する対策実

施状況（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする） 

 

 

図Ｃ１２ エラー「しっかりとラップやふたが出来ていない」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする） 

 

 

図Ｃ１３ エラー「アレルゲンの付いた手でラップやふたをする」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、 

手順：②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする） 
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図Ｃ１４ エラー「食札を書くことを忘れる（アレルギー児童全員分）」に対する対策実施

状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食

一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 

 

 

図Ｃ１５ エラー「一部の食札を書き忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧

表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 
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図Ｃ１６ エラー「食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に欄を間違え、児童名

と除去食内容等が対忚しなくなる」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧

表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 

 

 

図Ｃ１７ エラー「食札にアレルギー対忚食一覧表から転記する際に学年、組、名前、原

因食品、除去対忚献立名を書き間違える」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧

表(給食室用)の学年・組・児童名・原因食品・除去対忚献立名を食札に書く） 
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図Ｃ１８ エラー「アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する

ことを忘れる」に対する対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室

で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 
図Ｃ１９ エラー「食札内容（学年・組・児童名・献立名・除去内容）の一部を確認しな

い」に対する対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担当者が、

アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 

図Ｃ２０ エラー「一部のアレルギー児童について確認を飛ばす」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧

表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 



85 

 

 

図Ｃ２１ エラー「アレルギー対忚食一覧表と食札の内容が間違っていることに気付

かない」に対する対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：④給食室で担

当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されているか確認する） 

 

 

図Ｃ２２ エラー「食札を除去食の食器もしくはお盆に貼付することを忘れる」に対

する対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：⑤給食室で担当者が、食札

をラップやふたをした除去食の食器もしくはお盆に貼付する） 

 

 

図Ｃ２３ エラー「食札を違う除去食に貼付する」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：⑤給食室で担当者が、食札をラップやふたを

した除去食の食器もしくはお盆に貼付する） 
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図Ｃ２４ エラー「食札をしっかりと貼付しない」に対する対策実施状況 

（プロセス：給食室での盛り付け、手順：⑤給食室で担当者が、食札をラップやふたを

した除去食の食器もしくはお盆に貼付する） 

 

 

図Ｃ２５ エラー「食札と除去食が正しく対忚しているか確認することを忘れる」に対す

る対策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：⑥給食室で担当者が、貼付し

た食札と除去食が正しく対忚しているか確認する） 

 

 

図Ｃ２６ エラー「食札と除去食が正しく対忚していないことに気付かない」に対する対

策実施状況（プロセス：給食室での盛り付け、手順：⑥給食室で担当者が、貼付した食

札と除去食が正しく対忚しているか確認する） 
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図Ｃ２７ エラー「給食室に除去食を取りに行くのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順⑦：給食室に担任教師またはアレルギー児童

が、除去食を取りに行く） 

 

 

図Ｃ２８ エラー「アレルギー児童でない児童が取りに行く」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順⑦：給食室に担任教師またはアレルギー児童

が、除去食を取りに行く） 
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図Ｃ２９ エラー「除去食内容の確認を忘れる」「除去食内容の一部を確認しない」に対す

る対策実施状況（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑧給食室で担任教師または

アレルギー児童が、調理員と共に食札を基に除去食内容を確認する） 

 

 

図Ｃ３０ エラー「間違った除去食を受け取る」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、 

手順：⑨給食室で担任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る） 
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図Ｃ３１ エラー「除去食内容の確認を忘れる」「除去食内容の一部を確認しない」に対す

る対策実施状況（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑩教室で担任教師とアレル

ギー児童が、除去食一覧表と食札を基に除去食内容を確認する） 

 

 
図Ｃ３２ エラー「アレルギー児童が確認しない（担任教師のみで確認）」「担任教師が確

認しない（アレルギー児童のみで確認）」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑩教室で担任教師とアレルギー児童が、除

去食一覧表と食札を基に除去食内容を確認する） 

 

 

 

図Ｃ３３ エラー「除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみで確認する」に対する対策実

施状況（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑩教室で担任教師とアレルギー児童

が、除去食一覧表と食札を基に除去食内容を確認する） 
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図Ｃ３４ エラー「除去食を教室に運ぶのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当

者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

図Ｃ３５ エラー「担当者が間違った教室に運ぶ」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当

者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

図Ｃ３６ エラー「配膳車に載せるのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当

者が教室に除去食を運ぶ） 
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図Ｃ３７ エラー「間違った配膳車に除去食を載せる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当

者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

図Ｃ３８ エラー「除去食内容の確認するのを忘れる」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任

教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 
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図Ｃ３９ エラー「アレルギー児童が確認しない（担任教師のみで確認）」「担任教師が確

認しない（アレルギー児童のみで確認）」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任

教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 

 

 
図Ｃ４０ エラー「除去食一覧表と食札を見ずに、口頭のみで確認する」に対する 

対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任

教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 
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図Ｃ４１ エラー「除去食内容の一部を確認しない」に対する対策実施状況 

（プロセス：教室以外での受け渡し、手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任

教師とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当

者が運ぶ場合、その担当者とアレルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 

 

 

図Ｃ４２ エラー「アレルギー児童が申し出ないでおかわりをする」に対する対策実施状

況（プロセス：普通食のおかわり、手順：①アレルギー児童が、担任教師におかわりを

申し出る） 

 

 

図Ｃ４３ エラー「食札の確認を忘れる」に対する対策実施状況（プロセス：普通食のお

かわり、手順：②担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある食

札を見て除去食でないおかわりだと確認する） 
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図Ｃ４４ エラー「口頭のみで確認する」に対する対策実施状況（プロセス：普通食のお

かわり、手順：②担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある食

札を見て除去食でないおかわりだと確認する） 

 

 

図Ｃ４５ エラー「アレルゲン食材が含まれている普通食を手渡す」に対する対策実

施状況（プロセス：普通食のおかわり、手順：③教室で担任教師が、普通食をアレルギ

ー児童に渡す） 

 

 

図Ｃ４６ すべてのプロセスに共通な対策実施状況 
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付録Ｄ 

食物アレルギー事故防止対策マニュアル 
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近年、食物アレルギーを持つ児童が増加しており、各学校では、それぞれのおかれ

た状況を考慮しながら、給食の安全を確保するための適切な方法を見いだす必要があ

る。 

 

本マニュアルは、 

（１）除去食提供の手順 

（２）各手順で実際に発生している、発生する可能性の高いエラー 

（３）これらのエラーを防ぐ上で実施されている対策、有効な対策 

をまとめたものである。 

 

 本マニュアルの活用方法としては以下のものが考えられる。 

（１）給食室での盛り付けから除去食提供日の普通食のおかわりまでのプロセスに

ついて示されている手順を参考に、それぞれのプロセスをどのような手順で実施する

かを検討する（プロセスの設計における参考資料としての活用）。 

（２）各手順で起こりえるエラーのリスト、それぞれのエラーの発生および発生の

可能性の評価を参考に、それぞれの手順で起こると考えられるエラーを特定する（リ

スクアセスメントにおける参考資料としての活用）。 

 （３）各エラーについて列挙されている対策を参考に、それぞれのエラーの発生お

よび発生の可能性を低減するための対策を考案し、実施する（対策実施における参考

資料としての活用）。中には、今のところ有効な対策がないエラーもあるが、これらに

ついては、プロセスの具体的な状況をより詳細に調査した上で、対策を考案し、その

有効性の検証を個別に行う必要がある。 
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表Ｄ１ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：①給食室で調理員が、除去食専用食器に盛り付ける） 

 

 

注１） 手順①②→③④という学校と手順③④→手順①②という学校の両方がある。 

注２） ●：エラー発生および発生の可能性が高い。 

注３） ◎：効果が高い、○：ある程度効果がある、 

△：尐し効果がある、×：効果がない。 

 

 

 

 

 

 

 

手順 エラー 対策 

手
順
① 

給食室で

調理員

が、除去

食専用食

器に盛り

付ける 

普通食を盛り付ける

時にアレルゲンが落

ちて除去食に混入す

る 

◎除去食を調理した後に、普通食を調理する 

 

●除去食の具材が他

の除去食に混入する 

△除去食が２種類以上の場合は、離れた場所で調

理する 

●アレルゲンが付い

た手で除去食を盛り

付ける 

◎除去食を調理した後に、普通食を調理する 

 

●普通食用の食具を

除去食の盛り付けに

使う 

○普通食と除去食の調理員を別々にする 

○普通食用と除去食用の食具を容易に区別でき

るようにする（色を変える、シールを貼付する

など） 

◎除去食を調理した後に、普通食を調理する 

除去食専用食具にア

レルゲンとなる具材

が付着していること

に気付かずに使う 

○普通食と除去食の調理員を別々にする 

○除去食を調理した後に、普通食を調理する 

２種類以上の除去食

の食器を混同する 

△除去食担当者は 2 種類以上の除去食を担当し

ない 

除去食専用食器に普

通食を盛り付ける 

○普通食と除去食の調理員を別々にする 

◎除去食を調理した後に、普通食を調理する 

○除去食専用と普通食用の食器を容易に区別で

きるようにする（形を変える、シール貼付など） 

●除去食を普通食と

同じ食器に盛り付け

る 

○普通食と除去食の調理員を別々にする 

○除去食専用と普通食用の食器を容易に区別で

きるようにする（形を変える、シール貼付など） 

◎除去食を調理した後に、普通食を調理する 

●除去食があること

を忘れ、盛り付けない 

○普通食と除去食の調理員を別々にする 

◎除去食の数を調理前と調理後で確認する 
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表Ｄ２ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：②給食室で調理員が、除去食をよそった食器にラップやふたをする） 

手順 エラー 対策 

手
順
② 

給食室で

調理員

が、除去

食をよそ

った食器

にラップ

やふたを

する 

 

アレルゲンの付いた

手でラップやふたを

する 

○普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食担

当を決め、その担当者が盛り付けからラップや

ふたまで全て行う 

○除去食を調理した後に、普通食を調理する 

●しっかりとラップ

やふたが出来ていな

い 

本研究では、有効な対策は見つけることが出来な

かった 

アレルゲンが付着し

ているラップやふた

を使用する 

本研究では、有効な対策を見つけることは出来な

かった 

ラップやふたをする

のを忘れる 

○ラップやふたをしたことを、「ラップよし」な

ど声に出して確認を行う（指差し呼称） 

◎除去食を盛り付けたら、すぐにラップやふたを

する 

 

表Ｄ３ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：③給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表(給食室用)の学年・組・児童名・

原因食品・除去対忚献立名を食札に書） 

手順 エラー 対策 

手
順
③ 

給食室で

担 当 者

が、アレ

ルギー対

忚食一覧

表(給食室

用 ) の 学

年・組・

児童名・

原因食 

品・除去

対忚献立

名を食札

に書く 

●食札にアレルギー

対忚食一覧表から転

記する際に学年、組、

名前、原因食品、除去

対忚献立名を書き間

違える 

○食札に書き写したら、食札の学年・組など項目

ごとに声に出して確認を行う 

●食札にアレルギー

対忚食一覧表から転

記する際に欄を間違

え、児童名と除去食内

容等が対忚しなくな

る 

○食札に書き写したら、食札の学年・組など項目

ごとに声に出して確認を行う 

●一部の食札を書き

忘れる 

△普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食担

当を決め、その担当者が調理と食札の記入を行

う 

△アレルギー児童一人一人に対し、担当する除去

食調理員を決める 

●食札を書くことを

忘れる（アレルギー児

童全員分） 

△普通食と除去食の調理員を別々にし、除去食担

当を決め、その担当者が調理と食札の記入を行

う 

※食札を作成しラミネート加工して繰り返し使えるようにすることで、食札を書き写す作

業で起きるエラーを排除している小学校もあった。 

 



99 

 

表Ｄ４ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順④：給食室で担当者が、アレルギー対忚食一覧表から食札に正しく転記されて

いるかを確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
④ 

給食室で

担 当 者

が、アレ

ルギー対

忚食一覧

表から食

札に正し

く転記さ

れている

かを確 

認する 

アレルギー対忚食一

覧表と食札の内容が

間違っていることに

気付かない 

○アレルギー対忚一覧表と食札の確認した項目

にチェックを付ける 

○パソコンでアレルギー情報を管理して、食札を

印刷する 

●一部のアレルギー

児童について確認を

飛ばす 

本研究では、有効な対策は見つけることが出来な

かった 

●食札内容（学年・

組・児童名・献立名・

除去内容）の一部を確

認しない 

○除去食の調理を担当した人が、食札を記入し、

食札が正しく転記されているかも確認する 

○食札に転記した後、すぐに確認する 

○アレルギー対忚一覧表と食札の確認した項目

にチェックを付ける 

●アレルギー対忚食

一覧表から食札に正

しく転記されている

か確認することを忘

れる 

○アレルギー対忚一覧表と食札の確認した項目

にチェックを付ける 

 

表Ｄ５ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑤担当者が食札をラップやふたをした除去食の食器もしくはお盆に貼付する） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑤ 

担当者が

食札をラ

ップやふ

たをした

除去食の

食器もし

くはお盆

に貼付す

る 

 

食札をしっかりと貼

付しない 

○調理する前に、あらかじめ食器またはお盆に食

札を貼り付けておく 

△食札を簡単に貼り付けられることができ、落ち

ないものにする（シール式や差し込み式など） 

●食札を違う除去食

に貼付する 

本研究では、有効な対策は見つけることが出来な 

かった 

食札を除去食の食器

もしくはお盆に貼付

することを忘れる 

○食札を貼付したことを、「貼付良し」など声に

出して確認する 

△調理する前に、あらかじめ食器またはお盆に食

札を貼り付けておく 
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表Ｄ６ 給食室での盛り付けの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑥食札と除去食が正しく対忚しているかを確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑥ 

食札と除

去食が正

しく対忚

している

かを確認

する 

●食札と除去食が正

しく対忚していない

ことに気付かない 

本研究では、有効な対策は見つけることが出来な

かった 

●食札と除去食が正

しく対忚しているか

確認することを忘れ

る 

○声を出して食札と除去食が正しく対忚してい

るか確認する 

 

表Ｄ７ 教室以外での受け渡しの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑦給食室に担任教師またはアレルギー児童が、除去食を取りに行く） 

 

 

手順 エラー 対策 

手
順
⑦ 

給食室に担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、除

去食を取り

に行く 

アレルギー児童でない

児童が取りに行く 

本研究では、有効な対策は見つけることが出来

なかった 

●給食室に除去食を取

りに行くのを忘れる 

◎給食室に除去食を取り行く時間を決める 

○担任教師が休みの場合は、担任教師が事前に

副担任教師と給食室の人と連絡を取ってお

く 

 

表Ｄ８ 教室以外での受け渡しの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑧給食室で担任教師またはアレルギー児童が、調理員と共に食札を基に除去食内

容を確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑧ 

給食室で担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、調

理員と共に

食札を基に

除去食内容

を確認する 

除去食内容の一部を確

認しない 

○除去食内容が伝わっているか声に出して、

確認しあいながら行う 

○教室に戻って食べる前にもう一度、担任教

師と除去食内容が正しいか確認する 

 除去食内容の確認を忘

れる 

 

表Ｄ９ 教室以外での受け渡しの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑨給食室で担任教師またはアレルギー児童が、除去食を受け取る） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑨ 

給食室で担

任教師また

はアレルギ

ー児童が、除

去食を受け

取る 

●間違った除去食を受

け取る 

○除去食を担任教師やアレルギー児童が勝手

に持っていけない場所に置く 

◎教室に戻ってから、もう一度担任教師と除

去食を確認する 
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表Ｄ１０ 教室以外での受け渡し（手順：⑩教室で担任教師とアレルギー児童が、除去

食一覧表と食札を基に除去食内容を確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑩ 

教室で担任

教師とアレ

ルギー児童

が、除去食一

覧表と食札

を基に除去

食内容を確

認する 

除去食内容の確認を忘

れる 

本研究では、有効な対策は見つけることが出

来なかった 

除去食内容の一部を確

認しない 

アレルギー児童が確認

しない（担任教師のみ

で確認）       

◎給食室に担任教師とアレルギー児童の二人

で除去食を取りに行き、教室に戻ってきた

らすぐに確認を行う 

担任教師が確認しない        

（アレルギー児童のみ

で確認） 

除去食一覧表と食札を

見ずに、口頭のみで確

認する 

本研究では、有効な対策は見つけることが出

来なかった 

 

表Ｄ１１ 教室での受け渡しの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑦配膳車に除去食を載せる。または、担当者が教室に除去食を運ぶ） 

 

 

手順 エラー 対策 

手
順
⑦ 

配膳車に除 

去食を載せ 

る。または、 

担当者が教 

室に除去食 

を運ぶ 

 

●間違った配膳車に除

去食を載せる 

△除去食を載せる配膳車に色の付いたテープ

等の目印を付ける 

●配膳車に載せるのを

忘れる 

△除去食を配膳車に運んだことをチェックす

る表を作る 

●担当者が間違った教

室に運ぶ 

○除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児

童の除去食を担当し、教室まで運ぶ 

●除去食を教室に運ぶ

のを忘れる 

○除去食を調理した担当者が除去食を教室ま

で運ぶ 

○除去食を作ったら、すぐに教室に運ぶ 

△除去食調理員は常に同じ食物アレルギー児

童の除去食を担当し、教室まで運ぶ 
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表Ｄ１２ 教室以外での受け渡しの手順、起こりえるエラー、有効な対策 

（手順：⑧除去食を配膳車で運ぶ場合、教室で担任教師とアレルギー児童が、除去食

一覧表と食札を基に確認するまたは、除去食を担当者が運ぶ場合、その担当者とアレ

ルギー児童が、除去食一覧表と食札を基に確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
⑧ 

除去食を配膳車で

運ぶ場合、教室で

担任教師とアレル

ギー児童が、除去

食一覧表と食札を

基に確認するまた

は、除去食を担当

者が運ぶ場合、そ

の担当者とアレル

ギー児童が、除去

食一覧表と食札を

基に確認する 

●除去食内容の一部

を確認しない 

△除去食内容を確認したかチェックす

る表を作る 

●除去食一覧表と食

札を見ずに、口頭のみ

で確認する 

本研究では、有効な対策は見つけること

が出来なかった 

●担任教師が確認し

ない（アレルギー児童

のみで確認） 

△除去食内容を確認することを促す注

意書きを、除去食のお盆等に置く 

△除去食内容を確認する時間を決める 

△除去食内容を確認したかチェックす

る表を作る 

○担任教師と児童が別々に確認せず、2

人揃ってから除去食内容の確認を行

う 

●アレルギー児童が

確認しない（担任教師

のみで確認） 

●除去食内容の確認

するのを忘れる 

△除去食内容を確認することを促す注

意書きを、除去食のお盆等に置く 

○除去食内容が伝わっているか声に出

して、確認しあいながら行う 

 

表Ｄ１３ 除去食提供日の「普通食のおかわり」の手順、起こりえるエラー、有効な

対策（手順：①アレルギー児童が、担任教師におかわりを申し出る） 

手順 エラー 対策 

手
順
① 

アレルギー児童が、

担任教師におかわ

りを申し出る 

●アレルギー児童が

申し出ないでおかわ

りをする 

◎給食時間の初めに、担任教師はアレル

ギー児童におかわりする際は、申し出

るように指導する 

◎おかわりする時間を決め、担任教師か

らアレルギー児童におかわりするか確

認を行う 

◎おかわりする際は、いつでも担任教師

が食札を確認する 

○おかわりの際は担任教師が、必ず盛り

付ける 

○アレルギー児童の座席を担任教師のそ

ばにし、いつでも児童の行動がわかる

ようにする 

△アレルギー児童がおかわりしてはいけ

ない給食のクラス用寸胴鍋のふたに

「おかわり禁止」と注意書きを書く 
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表Ｄ１４ 除去食提供日の「普通食のおかわり」の手順、起こりえるエラー、有効な

対策（手順：②担任教師が、学年・組・児童名・献立名・除去内容が記入してある 

食札を見て除去食でないおかわりだと確認する） 

手順 エラー 対策 

手
順
② 

担任教師が、学年・

組・児童名・献立名・

除去内容が記入して

ある 

食札を見て除去食で

ないおかわりだと確

認する 

食札の確認を忘れる 本研究では、有効な対策は見つけること

が出来なかった 

口頭のみで確認する 本研究では、有効な対策は見つけること

が出来なかった 

 

表Ｄ１５ 除去食提供日の「普通食のおかわり」の手順、起こりえるエラー、有効な

対策（手順：③教室で担任教師が、普通食をアレルギー児童に渡す） 

手順 エラー 対策 

手
順
③ 

教室で担任教師が、

普通食をアレルギー

児童に渡す 

●アレルゲン食材が含

まれている普通食を手

渡す 

本研究では、有効な対策は見つけるこ

とが出来なかった 

 


